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は
じ
め
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
国
民
生
活
お
よ
び
社
会
・
経
済
に
与
え
る
影
響
が
大
き
く
、
国
家
戦
略
の
中
枢

と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
各
国
の
置
か
れ
た
状
況
、
目
指
す
方
向
性
に
よ
っ
て
異
な
る
の
は
当
然
で
あ

り
、
各
国
が
自
国
の
資
源
賦
存
量
や
産
業
構
造
、
気
象
条
件
や
送
電
系
統
の
制
約
な
ど
諸
条
件
、
状
況

を
踏
ま
え
政
策
を
立
案
す
る
。
し
か
し
、
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
関
係
に
あ
る
と
言
わ
れ
る
「
３
Ｅ
（
エ
ネ

ル
ギ
ー
安
全
保
障
・
安
定
供
給
、
経
済
性
、
環
境
性
）」の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
、
長

期
的
観
点
で
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
難
し
い
課
題
で
あ
る
う
え
、
国
際
情
勢
も
踏
ま
え
ね
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
た
め
、
し
ば
し
ば
他
国
の
政
策
に
「
正
解
」
を
求
め
る
議
論
が
散
見
さ
れ
、
中
で
も
模
範

と
し
て
例
示
さ
れ
る
の
が
ド
イ
ツ
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
は
従
前
か
ら
地
球
温
暖
化
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
２
０
５
０
年
に
は
１
９
９
０
年
比

80
～
95
％
削
減
を
目
指
す
。
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
を
契
機
に
、
ド
イ
ツ
は
改
め
て
脱
原
子
力

発
電
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
進
め
、
２
０
１
７
年
は
電
力
需
要

4



の
約
35
％
（
速
報
値
）
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
賄
っ
た
と
さ
れ
る
。
わ
が
国
も
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
、
原
子
力
発
電
へ
の
依
存
度
低
減
、
そ
し
て
２
０
５
０
年
に
は
80
％
の
温
室
効
果

ガ
ス
削
減
を
目
指
す
と
し
て
お
り
、
政
策
の
方
向
性
と
し
て
は
ド
イ
ツ
と
類
似
し
て
い
る
と
言
え
る
だ

ろ
う
。
ド
イ
ツ
が
ど
の
よ
う
な
政
策
に
よ
っ
て
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か

に
つ
い
て
、
わ
が
国
が
学
ぶ
意
義
は
大
き
い
。

ド
イ
ツ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
気
候
変
動
政
策
の
す
べ
て
が
順
風
満
帆
と
い
う
わ
け
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い

が
、
様
々
な
課
題
を
ど
の
よ
う
に
解
決
し
た
の
か
、
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
に
こ
そ
多
く
の
示
唆
が

あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
ま
で
地
球
温
暖
化
対
策
の
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
自
任
し
て
き
た
ド
イ
ツ
も
、

２
０
２
０
年
削
減
目
標
の
達
成
が
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
状
況
に
直
面
し
、
ど
う
説
明
責
任
を
果
た
し

て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
過
度
に
抑
制
す
る
こ
と

な
く
大
胆
な
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
を
可
能
に
す
る
に
は
、
革
新
的
技
術
開
発
あ
る
い
は
海
外
で
の
削
減

を
自
国
の
貢
献
と
カ
ウ
ン
ト
す
る
よ
う
な
柔
軟
な
考
え
方
も
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。
わ
が
国
が
今
後
参

考
に
し
、
あ
る
い
は
連
携
で
き
る
点
は
多
い
の
で
は
な
い
か
。

２
０
１
７
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
（
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
23
回
締
約
国
会
議
）
の

5 はじめに



開
催
地
が
ド
イ
ツ
の
ボ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
改
め
て
ド
イ
ツ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
気
候
変
動
政
策

の
評
価
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
報
告
は
、
有
馬
研
究
主
幹
に
よ
り

な
さ
れ
て
い
る
の
で
（
21
世
紀
政
策
研
究
所
新
書
67
「
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
パ
リ
協
定
離
脱
表
明
後
の
国

際
情
勢
と
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
」参
照
）、
本
報
告
は
ド
イ
ツ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
気
候
変
動
政
策
の
概
観
に
、
Ｃ
Ｏ

Ｐ
23
の
際
に
垣
間
見
た
ド
イ
ツ
政
府
の
動
き
や
ド
イ
ツ
産
業
界
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
加
え
て
行
う
も
の

で
あ
る
。

わ
が
国
で
次
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
策
定
に
向
け
た
議
論
が
加
速
す
る
中
、
ド
イ
ツ
の
経
験
に
学

ぶ
こ
と
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
　
　

二
〇
一
八
年
一
月
十
八
日

　

21
世
紀
政
策
研
究
所
研
究
副
主
幹　

竹
内　

純
子　
　

（
図
表
・
写
真
は
関
連
の
Ｈ
Ｐ
等
よ
り
引
用
し
た
）
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ド
イ
ツ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
概
観

─ E
nergiew

ende
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何
か
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⒈ 
Ｅ
Ｕ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
気
候
変
動
政
策

ド
イ
ツ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
気
候
変
動
政
策
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
Ｅ
Ｕ
全
体
の
流
れ
を
踏
ま
え
る

必
要
が
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
は
加
盟
国
の
社
会
・
経
済
上
の
利
益
を
目
的
と
し
た
連
合
体
で
あ
る
た
め
、
共
通

政
策
の
強
制
力
と
国
家
主
権
尊
重
の
バ
ラ
ン
ス
は
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
異
な
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
高
度
に
国
家
主
権
に
関
わ
る
問
題
と
さ
れ
、
Ｅ
Ｕ
統
合
以
降
も
各
国
の
裁
量
に

委
ね
ら
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
金
融
・
保
険
等
に
続
い
て
、
電
力
・
ガ
ス
に
つ

い
て
も
域
内
単
一
市
場
化
を
希
求
す
る
動
き
が
広
が
り
、
加
え
て
気
候
変
動
問
題
の
高
ま
り
や
化
石
燃

料
価
格
の
高
騰
、
Ｅ
Ｕ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
低
下
な
ど
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
Ｅ
Ｕ
の
関

与
・
権
限
を
強
め
る
ド
ラ
イ
ブ
と
な
っ
た
。
Ｅ
Ｕ
と
し
て
共
通
目
標
を
掲
げ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
の
機

能
確
保
、
域
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給
の
確
保
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
化
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
促
進
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
２
０
２
０
年
に
向
け
た
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
改
善
に
関
す
る
「
20
：
20
：
20
目
標1

」
達
成
に
向
け
た
「E

nergy2020

」
戦
略2
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や
、
２
０
３
０
年
に
Ｅ
Ｕ
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
１
９
９
０
年
比
40
％
削
減
を
目
指
す
こ
と
を
柱

と
す
る
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ3

を
共
有
し
て
き
た
。ま
た
、２
０
５
０
年
に
向
け
て
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量

を
１
９
９
０
年
比
で
80
％
～
95
％
削
減
す
る
と
い
う
Ｅ
Ｕ
全
体
で
の
長
期
削
減
目
標
を
掲
げ
る
「
低
炭

素
経
済
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
２
０
５
０
」（
２
０
１
１
年
3
月
）
に
続
い
て
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

２
０
５
０
」（
２
０
１
１
年
12
月
）
を
発
表
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
原
子
力
、

Ｃ
Ｃ
Ｓ4

の
活
用
に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給
と
電
力
コ
ス
ト
に
与
え
る
影
響
を
支
障
の
な
い
範
囲

に
抑
え
排
出
削
減
を
い
か
に
達
成
す
る
か
の
提
案
を
示
し
て
い
る
。

１	

「
20
：
20
：
20
目
標
」
と
は
、

	
 

・�

２
０
２
０
年
ま
で
に
Ｅ
Ｕ
単
独
で
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
90
年
比
20
％
削
減
（
た
だ
し
、
先
進
国
の
合
意
や
途
上
国
の
貢
献
が
あ
れ
ば
30
％
削
減
ま
で

引
き
上
げ
）

	
 

・�

２
０
２
０
年
ま
で
に
総
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
占
め
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率
を
20
％
に
拡
大
（
輸
送
用
燃
料
に
お
い
て
は
10
％
に
拡
大
）

	
 

・�

２
０
２
０
年
ま
で
に
総
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
20
％
節
減
（
努
力
目
標
）
を
主
た
る
内
容
と
す
る
、
Ｅ
Ｕ
全
体
の
中
期
目
標
。

２	

「E
nergy 2020

」
戦
略

	
https://ec.europa.eu/energy/sites/ener/files/docum

ents/2011_energy2020_en_0.pdf

３	

２
０
１
４
年
１
月
22
日　

欧
州
委
員
会
プ
レ
ス
発
表

	
http://europa.eu/rapid/press-release_IP

-14-54_en.htm
?locale=en	

参
照
：
駐
日
欧
州
連
合
代
表
部
Ｈ
Ｐ

	
https://eeas.europa.eu/delegations/japan_ja/21123/

環
境
、
気
候
変
動
お
よ
び
エ
ネ
ル
ギ
ー

４�	
�C
arbon dioxide

（
Ｃ
Ｏ
２
）、C

apture

（
回
収
）、S

torage

（
貯
蔵
）
の
略
。
発
電
所
や
工
場
で
化
石
燃
料
を
使
用
し
た
際
に
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２
を
回

収
し
、
地
中
に
圧
入
（
貯
蔵
）
す
る
技
術
。

9 Ⅰ．ドイツのエネルギー政策の概観



⒉ 
ド
イ
ツ
の
電
力
市
場

Ｅ
Ｕ
全
体
で
の
市
場
統
一
に
向
け
た
電
力
指
令
を
受
け
、
ド
イ
ツ
は
１
９
９
８
年
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
法
を
改
正
し
、
発
電
部
門
へ
の
参
入
規
制
緩
和
、
送
電
部
門
の
会
計
・
機
能
分
離
、
そ
し
て
小
売
部

門
は
最
初
か
ら
全
面
自
由
化
を
行
っ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
電
気
事
業
は
Ｅ
Ｕ
指
令
上
の
Ｉ
Ｔ
Ｏ
分
離５

と

い
う
形
で
発
送
電
分
離
さ
れ
て
お
り
、
発
電
・
小
売
分
野
は
完
全
に
自
由
化
さ
れ
て
い
る
一
方
、
送
電

系
統
を
保
有
・
運
用
す
る
送
電
系
統
運
用
事
業
者
（
Ｔ
Ｓ
Ｏ: Transm

ission S
ystem

 O
perator

）

の
４
社
は
連
邦
政
府
の
規
制
下
に
置
か
れ
て
い
る
。

な
お
、
地
方
自
治
体
に
よ
る
電
力
供
給
事
業
の
参
考
事
例
と
し
て
日
本
で
も
し
ば
し
ば
報
道
さ
れ
る

〝
シ
ュ
タ
ッ
ト
ヴ
ェ
ル
ケ
〟は
、
自
由
化
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
も
の
で
は
な
く
、
19
世
紀
後
半
以
降
、
地

域
に
必
要
な
水
道
や
ガ
ス
、
交
通
な
ど
様
々
な
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

自
由
化
以
前
に
は
１
０
０
０
社
以
上
存
在
し
、
自
由
化
に
よ
っ
て
零
細
な
シ
ュ
タ
ッ
ト
ヴ
ェ
ル
ケ
が
価

格
競
争
に
敗
れ
淘
汰
さ
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
が
、
地
域
密
着
型
で
あ
る
こ
と
が
奏
功
し
て
実

は
そ
の
多
く
が
生
き
残
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
垂
直
統
合
型
の
大
手
電
力
会
社
は
統
合
が
進
み
８
社
か

10



ら
４
社
に
集
約
さ
れ
た
。

５	
�

Ｉ
Ｔ
Ｏ
（Independent Transm

ission O
perator

、
独
立
系
送
電
運
用
者
）
分
離
と
は
、
大
手
電
力
会
社
等
の
垂
直
統
合
型
事
業
者
が
、
送
電
事
業
者
と

の
資
本
関
係
は
維
持
し
つ
つ
別
会
社
に
す
る
方
式
。
送
電
資
産
は
Ｉ
Ｔ
Ｏ
自
身
が
所
有
し
、Ｉ
Ｔ
Ｏ
は
垂
直
統
合
型
事
業
者
に
帰
属
す
る
が
、独
立
性
を
確
保

す
る
た
め
の
ル
ー
ル
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
発
送
電
分
離
の
形
態
。
な
お
、
ド
イ
ツ
で
は
４
社
の
う
ち
２
社
に
つ
い
て
は
自
主
的
に
所
有
権
分
離
と
し
て
い
る
。

⒊ 

「E
nergiew

ende
」
と
は
何
か

ド
イ
ツ
は
現
在
「E

nergiew
ende

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
ヴ
ェ
ン
デ
）」
の
標
語
の
下
、
脱
原
子
力
・
脱
化

石
燃
料
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
進
め
て
い
る
。
将
来
的
な
化
石
燃
料
価
格
高
騰
へ
の
対

処
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
確
保
、
原
子
力
発
電
所
事
故
の
危
険
性
排
除
な
ど
の
リ
ス
ク
軽
減
策
と

し
て
、
ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
わ
る
新
た
な
雇
用
の
創
出
と
い
う
産
業
政
策
を
含
む
も
の

で
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
」
あ
る
い
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
」
と
も
訳
さ
れ
る
。
後
者
の
訳
語
は
、
単
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
構
造
の
転
換
と
い
う
意
味
合
い
で
は
な
く
、
市
民
参
加
型
の
社
会
に
向
け
た
変
革
と

い
う
広
い
意
義
を
含
意
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
で
は
原
子
力
発
電
黎
明
期
か
ら
市
民
の

11 Ⅰ．ドイツのエネルギー政策の概観



2015
2020

2030
2040

2050

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量（

1990年
比
）

−
27.20％

少
な
くと

も
	

−
40％

少
な
くと

も
	

−
55％

少
な
くと

も
	

−
70％

−
80～

95％

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
総
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
に
占
め
る
割
合
　

14.90％
18％

30％
45％

60％

    総
電
力
消
費
に
占
め
る
割
合

31.60％
少
な
くと

も
	

35％
 

少
な
くと

も
	

50％
	

EEG
2025 	

40～
45％

少
な
くと

も
	

65％
	

EEG
2035	

55～
60％

少
な
くと

も
	

80％
 

    熱
消
費
に
占
め
る
割
合

13.20％
14％

 　
運
輸
部
門
に
占
め
る
割
合

5.20％
10％

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率

　
 一

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量（

2008年
比
）

−
7.60％

−
20％

→
−
50％

    エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
性
改
善

年
間
1.3％

	
（
08年

〜
15年

）
年
間
2.1％

	
（
08年

～
50年

）
    総

電
力
消
費
量（

2008年
比
）

−
4％

−
10％

−
25％

　
 建

物
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要（

2008年
比
）

−
15.90％

→
約
−
80％

    建
物
の
熱
需
要（

2008年
比
）

−
11.10％

−
20％

　
運
輸
の
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費（

2005年
比
）

1.30％
−
10％

→
−
40％

（
出
所
）
ド
イ
ツ
連
邦
経
済
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
（
B
M
W
i）

Fifth M
onitoring R

eport “
E
nergy of the Future” (long version)よ

り
筆
者
作
成

図
1  Energiew

endeの
数

値
目

標
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反
対
運
動
が
あ
り
、
そ
れ
が
底
流
と
も
な
っ
て
、
環
境
保
護
や
反
原
発
を
掲
げ
る
緑
の
党
が
創
設
さ
れ

政
治
の
世
界
に
お
い
て
一
定
の
存
在
感
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
と
お
り
、
国
民
の
中
に
こ

う
し
た
社
会
変
革
を
求
め
る
意
識
が
強
い
の
だ
ろ
う
。

E
nergiew

ende

が
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
２
０
１
０
年
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
気
候
変
動
政
策
と
し
て
取

り
ま
と
め
ら
れ
た
「E

nergy C
oncept

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
想
）｣

な
ど
を
も
と
に
数
値
目
標
と
し
て
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
（
図
1
）。

⒋ 

ド
イ
ツ
の
長
期
戦
略

パ
リ
協
定
の
特
徴
の
一
つ
は
、
長
期
目
標
を
掲
げ
た
こ
と
に
あ
る
。
世
界
の
平
均
気
温
上
昇
を
産
業

革
命
以
前
に
比
べ
て
２
℃
よ
り
十
分
低
く
保
つ
と
と
も
に
、
１
・
５
℃
に
抑
え
る
努
力
を
追
求
す
る
と

い
う
長
期
の
温
度
目
標
、
及
び
、
で
き
る
限
り
早
期
に
世
界
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
ピ
ー
ク
ア

ウ
ト
し
、
今
世
紀
後
半
に
人
為
的
な
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
と
吸
収
源
に
よ
る
除
去
の
均
衡
を
達
成
す

る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
全
て
の
締
約
国
は
、「
長
期
低
排
出

13 Ⅰ．ドイツのエネルギー政策の概観



発
展
戦
略
（
以
下
、
長
期
戦
略
）」
を
策
定
し
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
（
Ｕ
Ｎ

Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
）
事
務
局
に
提
出
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る６

。
特
に
Ｇ
７
各
国
に
お
い
て
は
、
２
０
１

６
年
５
月
に
行
わ
れ
た
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
首
脳
宣
言７

に
お
い
て
、
２
０
２
０
年
の
期
限
に
十
分
先

立
っ
て
提
出
す
る
こ
と
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
。

各
国
と
も
具
体
的
政
策
へ
の
落
と
し
込
み
は
十
分
と
は
言
え
ず
、
戦
略
と
い
う
よ
り
も
ビ
ジ
ョ
ン
と

表
現
す
べ
き
も
の
が
多
い
が
、
米
国
、
カ
ナ
ダ
、
メ
キ
シ
コ
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
と
並
ん
で
ド
イ
ツ
も
２

０
１
６
年
11
月
14
日
に
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
事
務
局
に
対
し
て
、
長
期
戦
略
を
提
出
済
み
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
の
長
期
戦
略
で
は
、
Ｅ
Ｕ
の
２
０
５
０
年
の
目
標
（
80
～
95
％
減
）
に
基
づ
く
と
し
つ
つ
も
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
中
立
を
目
指
す
こ
と
を
原
則
と
す
る
。
こ
の
原
則
を
部
門
別
（
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
建
物
、
運
輸
、
貿
易
・
産
業
、
農
業
、 

森
林
）
に
定
性
的
に
展
開
し
た
も
の
と
、
２
０
３

０
年
ま
で
の
定
量
的
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
と
施
策
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

重
要
施
策
と
し
て
は
、

◦�

電
力
：
供
給
側
の
低
炭
素
化
（
再
エ
ネ
＋
ガ
ス
火
力
）
×
需
要
側
の
電
化
と
い
うsector coupling

を
進
め
る
こ
と
、sector coupling

を
進
め
る
と
電
力
需
要
は
増
え
る
が
省
エ
ネ
も
進
め
る
、
電
化

14



し
き
れ
な
い
部
分
は
バ
イ
オ
燃
料
を
利
用
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
電
力
産
業
の
変
革

◦
建
物
：
新
設
建
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準
創
設
、
既
設
建
物
の
ボ
イ
ラ
ー
改
修
、
建
材
の
改
善 

◦�

運
輸
：
公
共
交
通
へ
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
や
、
電
動
化
シ
フ
ト
を
強
調
（
但
し
、
内
燃
機
関
を
捨
て

ら
れ
な
い
本
音
も
垣
間
見
え
る８

）

　

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ド
イ
ツ
の
長
期
戦
略
は
文
書
中
に
「E

nergiew
ende

」
と
い
う
言
葉
が
32
回
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
明
ら
か
な
と
お
り
、
ほ
ぼ
、E

nergiew
ende

を
な
ぞ
っ
た
も
の
だ
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、

E
nergiew

ende

と
い
う
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
り
、
国
内
的
に
も
対
外
的
に
も
一
貫
し
た
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
信
で
き
る
こ
と
は
、
多
様
な
セ
ク
タ
ー
の
関
与
が
求
め
ら
れ
る
「
社
会
変
革
」
を
進
め
る

う
え
で
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
ま
た
、
前
向
き
な
印
象
を
与
え
や
す
い
。
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
ド
イ

ツ
は
２
０
２
０
年
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
は
ほ
ぼ
断
念
す
る
こ
と
が
確
実
で
あ
り
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
会

期
中
の
メ
ル
ケ
ル
首
相
演
説
で
も
そ
れ
は
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
会
期
中
の
11
月
14
日
に

は
、
２
０
１
７
年
の
排
出
量
増
加
と
２
０
２
０
年
目
標
断
念
を
理
由
に
、
ド
イ
ツ
は
化
石
賞
を
受
賞
し
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た
が
、
自
国
の
パ
ビ
リ
オ
ン
で
２
０
５
０
年
に
向
け
た
長
期
戦
略
に
関
す
る
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
を
行
う

こ
と
な
ど
で
、
全
体
と
し
て
は
前
向
き
な
評
価
を
維
持
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
わ

が
国
も
長
期
戦
略
の
策
定
に
向
け
、
昨
年
（
２
０
１
７
年
）
の
夏
か
ら
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
国
民
や
投
資
家
等
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
会
期
中
に
連
邦
環
境
・
自
然
保
護
・
建
設
・
原
子
炉
安
全
省
（
Ｂ
Ｍ
Ｕ
Ｂ
、
以
下
、
ド
イ

ツ
環
境
省
）
が
主
催
し
た
長
期
戦
略
に
関
す
る
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
で
語
ら
れ
た
こ
と
の
ポ
イ
ン
ト
を
以

下
に
紹
介
す
る
。
登
壇
者
は
ド
イ
ツ
環
境
省director general

（
次
官
）、
長
期
戦
略
を
提
出
済
み
の

ベ
ニ
ン
政
府
関
係
者
、2050 P

athw
ays P

latform

９

事
務
局
、
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
代
表
者
で
あ
っ
た
。

Ｑ
：
長
期
戦
略
に
お
い
て
何
が
重
要
か
？

　
　

➡�

今
後
40
～
50
年
間
の
方
向
性
を
示
す
に
は
、
社
会
の
再
構
築
（restructure

）
が
必
要
。
長
期

戦
略
の
目
的
は
、
投
資
家
に
２
０
５
０
年
に
向
け
て
の
シ
グ
ナ
ル
を
出
す
こ
と
。

　
　
　

�

長
期
戦
略
は
、
気
候
変
動
に
留
ま
ら
ず
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
農
業
等
各
セ
ク
タ
ー
の
変
容
に

影
響
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
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長
期
戦
略
が
策
定
さ
れ
た
後
に
、
そ
の
た
め
の
方
策
を
定
め
て
い
く
。

Ｑ
：
ド
イ
ツ
のE

nergiew
ende

は
他
の
セ
ク
タ
ー
（
産
業
、
農
業
）
な
ど
に
ど
う
影
響
す
る
か
？

　
　

➡
全
て
の
省
庁
は
、
長
期
戦
略
を
受
け
入
れ
た
。

　
　

�

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ク
タ
ー
は
取
り
組
み
が
早
か
っ
た
が
、
運
輸
な
ど
そ
れ
以
外
の
セ
ク
タ
ー
は
対

応
が
遅
れ
て
い
る
。
社
会
全
体
で
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
定
期
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と

見
直
し
を
行
っ
て
い
く
。

Ｑ
：�

気
候
変
動
対
策
に
よ
り
、
特
に
石
炭
な
ど
のdinosaur industry

に
お
い
て
雇
用
が
失
わ
れ
る
こ

と
を
ど
う
考
え
る
か
？

　

➡�clim
ate strategy 

は
他
のstrategy
と
包
括
的
に
考
え
て
い
る
。Just transition

に
も
留

意
。

　
　
　

�

今
後
例
え
ば
金
融
関
連
な
ど
へ
の
雇
用
が
増
え
る
と
考
え
て
い
る
。
雇
用
が
減
っ
て
い
く
分
野

か
ら
増
え
る
分
野
に
人
々
が
適
応
で
き
る
よ
う
政
府
も
支
援
す
る
。
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�

例
え
ば
ド
イ
ツ
の
鉄
鋼
、
セ
メ
ン
ト
セ
ク
タ
ー

は
産
業
のrestructure

に
取
り
組
み
、
鉄
鋼

メ
ー
カ
ー
の
鉄
鋼
事
業
の
割
合
は
20
％
程
度
で

残
り
は
他
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
、
登
壇
し
た
ド
イ
ツ
環
境

省
次
官
（
写
真
の
右
か
ら
２
人
目
）
に
、
２
０
２
０
年

目
標
未
達
に
関
連
し
て
、「
脱
石
炭
の
期
限
は
決
め
ら
れ

る
の
か
？
」
と
問
い
か
け
た
と
こ
ろ
、「
非
常
に
ポ
リ

テ
ィ
カ
ル
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
ド
イ

ツ
は
脱
原
子
力
と
脱
石
炭
を
同
時
に
進
め
て
お
り
そ
れ

は
非
常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
で
あ
る
」
と
の
回
答
が

あ
っ
た
。
重
ね
て
、
脱
原
子
力
と
脱
石
炭
で
は
ど
ち
ら

の
優
先
順
位
が
高
い
の
か
を
問
う
と
、「
脱
原
子
力
は
既

COP23 におけるドイツ環境省主催サイドイベント（筆者撮影）

18



に
決
定
し
て
い
る
こ
と
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
彼
の
個
人
的
見
解
で
は
あ
ろ
う
が
、
脱
原
子
力
と
脱

石
炭
で
は
、
脱
原
子
力
が
優
先
し
、
足
元
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
目
標
未
達
に
つ
い
て
は
目
を
つ
ぶ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
優
先
順
位
を
付
け
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
っ
た
時
に
、
ド
イ
ツ

が
ど
う
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
く
の
か
は
今
後
も
注
目
さ
れ
る
。

６	

パ
リ
協
定
第
４
条
19
項
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
決
定
パ
ラ 

35
、
36
。

７	
�

Ｇ
７
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
首
脳
宣
言	

w
w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/files/000160267.pdf

８	
�D
uring the sw

itch to alternative drives and fuels, the use of efuels / pow
er-to-X

, for exam
ple, m

ean that the internal com
bustion 

engine rem
ains an indispensable option, w

hich w
e w

ill keep open.

９	
�2050 P

athw
ays P

latform

と
は
、
長
期
戦
略
策
定
を
支
援
す
る
国
・
都
市
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
。U

N
FC

C
C
F

下
の
組
織
で
は
な
い
。
２
０
１
８
年

３
月
現
在
、
26
の
国
、
15
の
都
市
、
１
９
２
の
企
業
が
参
加
。
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Energiew
ende

の

進
捗
に
つ
い
て
の
評
価

Ⅱ．



で
は
、
今
ま
で
の
と
こ
ろ
こ
のE

nergiew
ende

は
ど
の
程
度
進
捗
し
、
国
民
に
は
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
い
く
つ
か
の
事
実
関
係
を
確
認
し
た
う
え
で
、
国
民
・

産
業
界
が
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
を
確
認
し
た
い
。

⒈ 

電
源
構
成
の
変
化

そ
も
そ
も
、E

nergiew
ende

は
電
力
だ
け
で
な
く
建
物
や
運
輸
な
ど
も
含
む
が
、
最
大
の
関
心
は

電
力
部
門
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
と
脱
原
子
力
・
脱
化
石
燃
料
を
進
め
る
こ
と
に
あ

る
。再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
順
調
に
増
加
し
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ホ
ー
フ
ァ
ー
研
究
所
の
速
報
に
よ
れ
ば10

２
０
１
７
年
は
電
力
供
給
全
体
の
約
35
％
、
生
産
部
門
や
鉱
業
部
門
等
に
お
け
る
自
家
発
電
所
に
よ
る

発
電
量
等
を
除
い
た
場
合
に
は
38
・
５
％
を
賄
っ
た
と
さ
れ
る
。（
な
お
、
ア
ゴ
ラ
研
究
所
の
報
告
に
よ

れ
ば10

、
２
０
１
７
年
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
シ
ェ
ア
は
33
・
１
％
と
さ
れ
て
い
る
）

1
年
ご
と
の
比
較
に
は
あ
ま
り
大
き
な
意
味
は
な
い
が
、
２
０
１
６
年
と
17
年
と
の
比
較
で
は
、
顕

22



著
に
風
力
発
電
が
増
加
、
瀝
青
炭
（
石
炭
）
火
力
と
原
子
力
の
減
少
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。

10	
�

２
０
１
８
年
1
月
、
ド
イ
ツ
のFraunhofer Institute

よ
りP
ow

er generation in G
erm

any - assessm
ent of 2017

が
発
表
さ
れ
た
の
で
、
速
報

値
で
は
あ
る
が
こ
れ
を
引
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、A

gora E
nergiew

ende

か
ら
も
同
様
に“

The E
nergy Transition in the P

ow
er S

ector: 
S
tate of A

ffairs in 2017”

が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

⒉ 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
コ
ス
ト
低
下

長
期
目
標
に
も
書
か
れ
て
い
る
が
、
ド
イ
ツ
が
先
進
的
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
取
り
組

ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
コ
ス
ト
は
大
き
く
低
下
し
た
（
24
ペ
ー
ジ
図
２
）。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
（
Ｅ
Ｅ
Ｇ
）
を
数
次
に
わ
た
り
改
正
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
コ

ス
ト
低
下
に
向
け
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
与
し
、
競
争
原
理
を
強
め
て
き
た
。
全
量
固
定
価
格
買
取

制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
か
ら
量
を
定
め
た
買
い
取
り
、
入
札
制
度
な
ど
に
変
更
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
コ
ス
ト
抑
制
に
向
け
た
取
り
組
み
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
賦
課
金
が
莫
大
に
膨
ら
ん
で
い
る
日
本
に
と
っ
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太陽光発電（２０００ｋＷ）の買取価格

（
出
所
）
2017

年
11

月
、
調
達
価
格
等
算
定
委
員
会
資
料

図
２

　
各

国
に

お
け

る
太

陽
光

発
電

買
取

価
格

の
推

移

24



て
も
参
考
に
す
べ
き
点
が
多
い
。

２
０
１
７
年
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
コ
ス
ト
低
下
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
多
く
報
じ
ら
れ
た
。

４
月
に
行
わ
れ
た
洋
上
風
力
の
補
助
金
の
水
準
を
決
定
す
る
た
め
の
競
争
入
札
に
つ
い
て
は
、
落
札

価
格
が 

０
ユ
ー
ロ
・
セ
ン
ト
／
ｋ
Ｗ
ｈ
と
い
う
結
果
と
な
り
、
既
に
洋
上
風
力
は
補
助
金
を
必
要
と

し
な
い
と
大
き
く
報
じ
ら
れ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
送
電
網
増
強
に
必
要
な
コ
ス
ト
負
担
に
つ
い
て

は
発
電
事
業
者
で
は
な
く
電
力
消
費
者
が
負
担
し
て
い
る
こ
と
や
、
今
後
の
電
力
価
格
の
上
昇
（
石
炭

火
力
や
原
子
力
発
電
所
の
廃
止
等
）
や
風
力
発
電
の
大
型
化
に
よ
る
価
格
低
下
の
進
捗
に
期
待
し
た
入

札
価
格
で
あ
り
、
落
札
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
な
か
っ
た
場
合
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
ゼ
ロ
か
ほ
と

ん
ど
な
い
こ
と
に
乗
じ
た
「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
」
と
評
す
る
報
道
等11

も
あ
る
こ
と
に
は
留
意
が
必
要
で
あ
る

が
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
コ
ス
ト
低
下
が
大
き
く
進
展
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
し
、
ド

イ
ツ
の
倍
、
諸
外
国
の
数
倍
で
高
止
ま
り
し
て
い
る
わ
が
国
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
コ
ス
ト
低
下

に
向
け
て
学
ぶ
べ
き
点
は
多
い
だ
ろ
う
。

11	
H
andelsblatt G

lobal “
G
am

bling W
ith the W

ind”
	

https://global.handelsblatt.com
/com

panies/gam
bling-w

ith-the-w
ind-766249
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⒊ 
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

こ
の
よ
う
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
や
コ
ス
ト
低
下
は
順
調
に
進
む
ド
イ
ツ
で
は
あ
る

が
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
は
順
調
で
は
な
い
（
図
３
）。

排
出
量
全
体
の
推
移
で
は
、
運
輸
や
産
業
、
家
庭
な
ど
他
部
門
か
ら
の
排
出
量
増
減
に
左
右
さ
れ
て

し
ま
う
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
か
ら
の
排
出
量
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
図
４
（
28
ペ
ー
ジ
）
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
に
お
け
る
排
出
量
の
推
移
を
示
し
た
も
の
だ
が
、
１
９
９
０
年
代
前
半
に
東
西
ド
イ

ツ
の
合
併
に
よ
っ
て
旧
東
ド
イ
ツ
の
効
率
改
善
が
急
速
に
進
ん
だ
こ
と
を
主
因
と
す
る
削
減
が
顕
著
で

あ
る
の
に
比
し
て
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
を
導
入
し
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
が
進
み
始
め
た
２
０
０
０

年
以
降
の
変
化
を
見
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
顕
著
な
削
減
と
は
言
い
が
た
い
。

◦
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
が
進
ま
な
い
理
由

も
ち
ろ
ん
経
済
成
長
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
増
加
も
無
視
で
き
な
い
が
、
こ
れ
だ
け
再
生
可
能

26



図
３

　
セ

ク
タ

ー
ご

と
の

排
出

量
推

移（
土

地
利

用
、

土
地

利
用

変
化

及
び

林
業

部
門

を
除

く
）

（
出
所
）
ド
イ
ツ
環
境
省
（
B
M
U
B
）

“
C
lim

ate A
ction in Figures （

2017） – Facts, Trends and Incentives for G
erm

an C
lim

ate P
olicy”

12
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図４　エネルギー部門における排出量推移

（出所）ドイツ環境省（BMUB）
“Climate Action in Figures （2017） – Facts, Trends and 
Incentives for German Climate Policy”13

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
が
順
調
に
進
ん
だ
に
も
か
か
わ
ら
ず
Ｃ
Ｏ
２
削
減
が
進
ま
な
い
理
由
は
、
排

出
量
の
多
い
石
炭
・
褐
炭
火
力
発
電
所
の
稼
働
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
。
ド
イ

ツ
環
境
省
（
２
０
１
７14

）
に
よ
れ
ば
、
世
界
的
な
石
炭
価
格
の
低
下
及
び
Ｅ
Ｕ-

Ｅ
Ｔ
Ｓ
（
Ｅ
Ｕ
域
内

排
出
量
取
引
）
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２
価
格
の
低
迷
（
図
５
）

に
よ
り
、
石
炭
・
褐
炭
火
力
の
価
格
競
争
力
が
高
ま
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
が
原
因
と
さ
れ
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

低
炭
素
化
を
進
め
る
た
め
に
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
拡
大
と
あ
わ
せ
て
、
火
力
発
電
の
低
炭
素
化
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
失
敗
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

褐
炭
火
力
か
ら
の
排
出
削
減
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
、

従
前
よ
り
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
２
０
１
５
年
に
は
実
質
的

に
老
朽
化
し
た
褐
炭
火
力
発
電
所
を
対
象
と
す
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
課
税
が
検
討
さ
れ
た
が
、
導
入
に
は
至
ら
な
か
っ
た15

。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
ド
イ
ツ
政
府
は
、
よ
り
明
確

28



図
５

　
EU

-E
TSの

価
格

推
移

（
出
所
）
ド
イ
ツ
連
邦
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
水
道
連
合
会
（
Ｂ
Ｄ
Ｅ
Ｗ
）

“
B
D
E
W
-S
trom

preisanalyse N
ovem

ber 2016”
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COP23会場におけるメルケル・ドイツ首相（筆者撮影）

な
価
格
シ
グ
ナ
ル
が
Ｅ
Ｕ-

Ｅ
Ｔ
Ｓ
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
よ
う
Ｅ
Ｕ
に
対

し
て
強
く
働
き
か
け
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
が16

、
筆
者
の
ド
イ
ツ
産
業
連
盟

に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
（
詳
細
後
述
）
に
よ
れ
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト

の
上
昇
に
つ
な
が
る
そ
う
し
た
動
き
に
対
し
て
ド
イ
ツ
国
内
の
産
業
界
の

受
け
止
め
は
批
判
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

◦
２
０
２
０
年
目
標
断
念
と
政
治
状
況

Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
が
順
調
に
進
ん
で
お
ら
ず
、
１
９
９
０
年
比
40
％
削

減
す
る
と
い
う
２
０
２
０
年
目
標
の
達
成
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
こ
と
は
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
以
前
か
ら
複
数
の
研
究
機
関
や
メ
デ
ィ
ア17

に
よ
り
指
摘
さ
れ
て

い
た
が
、
２
０
１
７
年
10
月
に
は
ド
イ
ツ
環
境
省
が
「
２
０
２
０
年
削
減

目
標
40
％
に
対
し
て
31
・
７
～
32
・
５
％
と
大
幅
未
達
と
な
る
見
通
し
」

と
の
試
算
を
ま
と
め
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
セ
グ
メ
ン
ト
に
お
い

て
メ
ル
ケ
ル
首
相
は
、
２
０
２
０
年
目
標
の
達
成
は
事
実
上
断
念
せ
ざ
る

30



を
得
な
い
こ
と
、
雇
用
の
確
保
が
非
常
に
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
を
正
直
に
述
べ
た
。〝This is not 

that easy even in G
erm

any.

〟
と
い
う
言
葉
が
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
の
難
し
さ
を
に
じ
ま
せ
て
い
た
。

な
お
、
２
０
１
７
年
９
月
に
行
わ
れ
た
総
選
挙
で
、
メ
ル
ケ
ル
首
相
率
い
る
キ
リ
ス
ト
教
民
主
・
社

会
同
盟
（
Ｃ
Ｄ
Ｕ
・
Ｃ
Ｓ
Ｕ
）
は
大
き
く
議
席
数
を
減
ら
し
た
。
自
由
民
主
党
（
Ｆ
Ｄ
Ｐ
）、
緑
の
党
と

の
連
立
に
向
け
、
１
カ
月
に
及
び
予
備
的
協
議
を
続
け
た
が
、
11
月
20
日
に
決
裂
し
た
。
対
立
点
は
大

き
く
二
つ
で
、
一
つ
は
移
民
政
策
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
気
候
変
動
政
策
で
あ
っ
た
。

緑
の
党
が
主
張
す
る
、
温
暖
化
目
標
の
法
定
化
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
シ
ェ
ア
を
２
０
３
０
年
ま

で
に
１
０
０
％
に
引
き
上
げ
る
べ
き
と
い
っ
た
政
策
に
、
他
の
２
党
は
合
意
で
き
ず
、ま
た
、３
党
と
も

に
石
炭
・
褐
炭
火
力
設
備
容
量
を
低
減
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
合
意
し
た
も
の
の
、２
０
２
０ 

年

目
標
達
成
の
た
め
に 

８
０
０
万
～
１
０
０
０
万
ｋ
Ｗ 

の
石
炭
・
褐
炭
火
力
の
閉
鎖
を
求
め
る
緑
の
党

に
対
し
て
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ 

は
７
０
０
万
ｋ
Ｗ 

ま
で
、
Ｃ
Ｓ
Ｕ
・
Ｆ
Ｄ
Ｐ
は
最
大
で
も
５
０
０ 

万
ｋ
Ｗ 

の

閉
鎖
し
か
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
、
協
議
は
決
裂
に
至
っ
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
・
社
会
同
盟
（
Ｃ
Ｄ
Ｕ
・
Ｃ
Ｓ
Ｕ
）
は
社
会
民
主
党
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）
と
の
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連
立
を
模
索
し
、
本
報
告
執
筆
時
点
（
２
０
１
８
年
１
月
18
日
）
に
お
い
て
も
予
備
的
協
議
を
続
け
て

い
る
が
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
関
す
る
２
０
２
０
年
目
標
（
１
９
９
０
年
比
40
％
削
減
）
は
撤
回
す

る
こ
と
で
合
意
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る18

。
目
標
達
成
の
時
期
を
２
０
２
０
年
代
前
半
に
先
送
り
し
、

２
０
３
０
年
目
標
（
１
９
９
０
年
比
55
％
削
減
）
に
つ
い
て
は
維
持
す
る
方
向
だ
と
さ
れ
る
。

12	
https://w

w
w
.bm

ub.bund.de/en/publication/clim
ate-action-in-figures-2017-facts-trends-and-incentives-for-germ

an-clim
ate-policy/

13	
https://w

w
w
.bm

ub.bund.de/en/publication/clim
ate-action-in-figures-2017-facts-trends-and-incentives-for-germ

an-clim
ate-policy/

14	“
C
lim

ate A
ction in Figures (2017) - Facts, Trends and Incentives for G

erm
an C

lim
ate P

olicy”

15	

竹
内
純
子
「
ド
イ
ツ
の
電
力
事
情
⑯　

ド
イ
ツ
の
温
暖
化
対
策
は
ど
う
動
く
（
そ
の
2
）」

	
http://ieei.or.jp/2015/08/takeuchi150805/

16	

ド
イ
ツ
環
境
省
（
２
０
１
７
）
Ｐ
29

	
“
H
ow

ever, due to the currently low
 C
O

2  price, this has not had the full effect desired. A
s a result, the Federal G

overnm
ent

	
lobbied at a E

uropean level for greater effectiveness through stronger price signals in E
U
-E
TS

.”

17	
clim

atechangenew
s.com

 
	

“
G
erm

any to m
iss clim

ate targets 'disastrously': leaked governm
ent paper”

	
https://w

w
w
.cleanenergyw

ire.org/new
s/germ

any-set-w
idely-m

iss-clim
ate-targets-env-m

inistry-w
arns

18	

ロ
イ
タ
ー　

２
０
１
８
年
1
月
9
日

	
https://jp.reuters.com

/article/de-co2-idJP
K
B
N
1E

Y
01Y
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⒋ 
安
定
供
給
へ
の
評
価

①
国
内
送
電
網
の
整
備
の
遅
れ
と
諸
対
策

◦�

国
内
送
電
網
の
整
備
の
遅
れ
が
も
た
ら
す
影
響

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
地
域
的
に
偏
在
す
る
。
ド
イ
ツ
は
北
部
に
風
力
発
電
が

多
く
導
入
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
南
部
工
業
地
帯
に
送
電
す
る
に
は
高
圧
送
電
線
の
整
備
が
必
要
と
な

る
。
そ
の
整
備
が
進
む
前
に
風
力
発
電
の
導
入
が
進
ん
だ
た
め
、
送
電
線
の
連
系
し
た
東
欧
諸
国
に
計

画
外
の
電
気
が
流
れ
込
む
事
態
が
頻
発
し
、
２
０
１
２
年
３
月
に
は
チ
ェ
コ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
、
ス
ロ
バ
キ
ア
の
４
カ
国
の
Ｔ
Ｓ
Ｏ
（
送
電
系
統
運
用
事
業
者
）
か
ら
、
34
ペ
ー
ジ
図
６
の
よ
う

な
内
容
の
抗
議
の
レ
タ
ー
が
発
出
さ
れ
て
い
る19

。

移
相
変
圧
器
の
設
置
等
の
対
策
が
行
わ
れ
た
が
十
分
で
は
な
く
、
近
隣
国
か
ら
の
苦
情
を
受
け
て
欧

州
委
員
会
は
、
ド
イ
ツ
の
電
力
市
場
を
南
北
に
分
割
す
る
検
討
を
行
っ
た20

。
し
か
し
そ
う
な
れ
ば
南
部

で
の
電
気
料
金
が
上
昇
す
る
こ
と
に
な
り21

、
工
業
立
地
す
る
同
地
域
へ
の
影
響
は
甚
大
で
あ
る
た
め
、
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ド
イ
ツ
産
業
連
盟
も
強
い
懸
念
を
示
し

て
い
た
。
国
内
単
一
市
場
を
維
持
し
た

い
ド
イ
ツ
政
府
は
２
０
１
７
年
末
、

〝S
trom

N
ZV

（
電
力
系
統
ア
ク
セ
ス

令
）〟の
改
正
を
行
っ
た22

。
こ
れ
は
、
Ｔ

Ｓ
Ｏ
に
対
し
て
地
域
ご
と
に
容
量
を
限

定
し
て
電
力
取
引
を
行
う
こ
と
を
禁
止

し
、
ド
イ
ツ
全
体
で
系
統
ア
ク
セ
ス
の

条
件
を
統
一
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
た

も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

国
内
単
一
電
力
市
場
の
維
持
を
法
的
に

確
保
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
ド
イ
ツ
国
内
の

送
電
網
の
整
備
が
急
が
れ
て
い
る
。ド

図６　東欧４カ国TSOからの抗議状
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イ
ツ
政
府
は
２
０
０
９
年
、工
事
に
か
か
る
手
続
き
を
簡
素
化
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、

〝E
nergieleitungsausbaugesetz 

（P
ow

er G
rid E

xpansion A
ct

）〟を
制
定
し
て
送
電
網
整
備
を

後
押
し
し
て
い
る
が
、も
と
も
と
ド
イ
ツ
は
送
電
線
に
よ
る
景
観
悪
化
、地
価
下
落
の
懸
念
、さ
ら
に
電

磁
波
に
よ
る
健
康
被
害
を
懸
念
す
る
学
説
が
出
て
か
ら
と
い
う
も
の
、住
民
の
反
対
が
強
ま
り
用
地
交

渉
に
も
非
常
に
長
い
時
間
を
要
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
送
電
網
整
備
に
関
し
て
詳
細
を
定
め
た
連

邦
需
要
計
画
法
（
Ｂ
Ｂ
Ｐ
ｌ
Ｇ
： B

undesbedarfsplangesetz

）
の
進
捗
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
（
２

０
１
７
年
第
３
四
半
期
報
告
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
計
画
の
下
で
想
定
さ
れ
る
送
電
線
亘こ

う

長ち
ょ
うは

約
５
９
０

０
㎞
で
あ
る
が
、
建
設
済
み
が
約
１
５
０
㎞
、
建
設
中
あ
る
い
は
認
可
取
得
済
み
が
約
４
５
０
㎞
と
進

展
が
か
な
り
遅
れ
て
い
る
。
脱
原
子
力
発
電
の
期
限
と
さ
れ
る
２
０
２
２
年
に
向
け
て
さ
ら
な
る
ス
ピ

ー
ド
ア
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
（
36
ペ
ー
ジ
図
７
）。

送
電
線
の
建
設
ル
ー
ト
を
巡
っ
て
隣
接
す
る
州
の
争
い
に
も
発
展
し
た
事
例
も
あ
る
。
バ
イ
エ
ル
ン

州
は
二
つ
も
新
た
な
送
電
線
が
通
る
の
は
全
国
で
も
同
州
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
一
つ
のS

ued Link

の

ル
ー
ト
を
西
側
に
変
更
す
る
こ
と
を
主
張
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
の
西
に
位
置
す
る
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
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図７  2017年第３四半期における高圧送電線整備状況

（出所）�連邦需要計画法（BBPlG： Bundesbedarfsplangesetz）
2017 年第 3四半期報告 23
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ン
ベ
ル
ク
州
は
こ
れ
を
「
バ
イ
エ
ル
ン
州
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
」
と
応
じ
る
な
ど
、
地
域
住
民
の
強
い
反
対

の
声
に
後
押
し
さ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
お
互
い
が
引
か
な
い
争
い
と
な
っ
た24

。

こ
う
し
た
状
況
に
よ
り
、
一
部
を
地
中
化
す
る
計
画
変
更
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
地
中
化
は
コ
ス
ト

が
７
倍
程
度
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
負
担
の
増
大
が
懸
念
さ
れ
る
。

◦
陸
上
風
力
発
電
に
対
す
る
導
入
制
限

送
電
網
の
整
備
が
終
わ
る
ま
で
こ
の
系
統
混
雑
を
放
置
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
緩
和
す
る
た
め

の
対
処
の
一
つ
と
し
て
、
北
部
地
域
の
陸
上
風
力
発
電
は
導
入
量
の
上
限
設
定
が
な
さ
れ
た
。
２
０
１

６
年
に
改
正
さ
れ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
（
Ｅ
Ｅ
Ｇ25

）
で
は
系
統
混
雑
の
発
生
し
て
い
る
地
域
の

陸
上
風
力
の
年
間
の
導
入
量
を
、
２
０
１
３
年
か
ら
15
年
に
同
地
域
で
運
転
開
始
し
た
設
備
容
量
の

58
％
（
年
平
均
）
と
す
る
と
い
う
条
文
が
盛
り
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
系
統
混
雑
の
問
題
か
ら
は
離
れ
る
が
、
北
部
地
域
の
導
入
制
限
だ
け
で
な
く
、
い
く
つ
か
の

州
で
は
景
観
の
問
題
か
ら
風
力
発
電
に
対
す
る
導
入
規
制
が
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
南
部
バ
イ
エ

ル
ン
州
政
府
は
２
０
１
４
年
２
月
に
、
風
力
発
電
装
置
と
建
物
の
間
に
は
マ
ス
ト
の
高
さ
の
10
倍
の
離
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隔
を
と
る
こ
と
を
求
め
る
規
制
を
導
入
し
た
。
環
境
団
体
か
ら
は
、

こ
の
規
制
が
導
入
さ
れ
れ
ば
、
風
力
発
電
所
建
設
可
能
地
は
同
州

の
０
・
１
％
に
な
っ
て
し
ま
う
と
反
発
さ
れ
、
緑
の
党
議
員
が
同

州
の
憲
法
裁
判
所
に
提
訴
し
た
が
、
州
憲
法
裁
判
所
は
こ
れ
を
却

下
（
２
０
１
６
年
５
月
９
日
）
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る26

。
ノ
ル

ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
で
も
風
力
設
備
と
住
宅
区

域
に
１
５
０
０
ｍ
の
最
低
離
隔
距
離
を
求
め
る
規
制
の
導
入
が
検

討
さ
れ
る
な
ど
、
陸
上
風
力
に
対
し
て
は
向
か
い
風
が
吹
い
て
い

る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

◦
国
際
連
系
線
強
化

も
う
一
つ
の
対
処
と
し
て
、
国
内
だ
け
で
な
く
、
国
際
的
な
系

統
強
化
の
動
き
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
２
０
１
５
年
２
月
に
は
、

ド
イ
ツ
─
ノ
ル
ウ
ェ
ー
間
の
海
底
直
流
送
電
線
建
設
契
約
が
調
印

図８　ノルウェー・ドイツ間国際連系線

（出所）『DIE WELT』2015年2月10日29
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さ
れ
た
（
図
８
）。
亘
長
６
２
３
㎞
、
送
電
容
量
１
４
０
万
ｋ
Ｗ
、
建
設
費
用
は
15
億
～
20
億
ユ
ー
ロ

（
１
９
５
０
億
〜
２
６
０
０
億
円
。
１
ユ
ー
ロ
１
３
０
円
で
計
算
）と
さ
れ
る
。
２
０
２
０
年
完
成
を
予

定
し
て
お
り
、
こ
の
連
系
線
に
よ
り
、
ド
イ
ツ
の
風
力
発
電
で
生
じ
た
余
剰
電
力
を
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の

揚
水
式
水
力
に
蓄
え
、
電
源
が
不
足
す
る
時
に
そ
れ
を
利
用
す
る
。
ド
イ
ツ
国
内
の
送
電
線
建
設
は
バ

イ
エ
ル
ン
地
方
を
中
心
に
遅
延
し
て
い
る
た
め
、
国
際
連
系
線
に
よ
り
安
定
供
給
を
目
指
す
と
報
じ
ら

れ
て
い
る27

。
２
０
１
７
年
１
月
に
は
、
ド
イ
ツ
─
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
間
の
海
底
高
圧
送
電
線
（H

ansa 
P
ow

er B
ridge

）
の
共
同
開
発
に
両
国
の
Ｔ
Ｓ
Ｏ
が
調
印
し
た28

。
亘
長
３
０
０
㎞
、
送
電
容
量
70
万
ｋ

Ｗ
、
総
投
資
額
は
約
６
億
ユ
ー
ロ
（
約
７
８
０
億
円
）
と
さ
れ
、
両
者
で
折
半
し
、
２
０
２
５
～
26
年

に
運
開
予
定
だ
と
い
う
。
こ
う
し
た
連
系
線
が
完
成
す
れ
ば
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
の
水
力
を
調
整
力
と

し
て
有
効
活
用
で
き
る
こ
と
と
な
る
。

発
電
設
備
と
送
配
電
設
備
は
鑿
と
槌
の
関
係
で
あ
る
。
揚
水
発
電
を
含
め
た
蓄
電
技
術
の
確
保
が
可

能
に
な
る
ま
で
、
送
配
電
設
備
の
整
備
と
あ
わ
せ
、
総
合
的
な
計
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
ド
イ
ツ
の

経
験
か
ら
学
び
取
れ
る
。
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隣
国
と
系
統
が
つ
な
が
っ
て
い
る
た
め
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
の
過
不
足
を
調
整
で
き
る
こ
と
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
量
に
導
入
す
る
う
え
で
非
常

に
有
利
に
働
い
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
は
そ
も
そ
も
電
力
の
統
一

市
場
創
設
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
電
力
取
引
が

非
常
に
活
発
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
も
他
国
と
の
電
力
取
引
が

多
く
行
わ
れ
て
お
り
、「
ド
イ
ツ
は
原
子
力
を
停
止
し
て
い

る
が
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
原
子
力
の
電
気
を
輸
入
し
て
い

る
」
あ
る
い
は
逆
に
「
ド
イ
ツ
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
電
気
を
輸
出
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
」
と
様
々
に
評

価
さ
れ
て
い
る
。
時
間
帯
に
よ
っ
て
ど
ち
ら
も
行
わ
れ
て

い
る
わ
け
で
あ
り
、
こ
の
点
は
隣
国
と
系
統
連
系
し
て
い

な
い
わ
が
国
と
は
決
定
的
に
異
な
る
。
近
年
特
に
輸
出
量

が
増
え
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が（
図
９
）、
ド
イ
ツ

（出所）Fraunhofer Institute FOR SOLAR ENERGY SYSTEMS ISE
“Power generation in Germany – assessment of 2017”

図９　ドイツの電力取引に関わる収支

40



産
業
連
盟
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
の
コ
メ
ン
ト
を
も
と
に
付
言
す
る
な
ら
ば
、
国
民
の
負
担
に
よ
る
補
助

を
受
け
た
安
価
な
電
気
を
隣
国
に
安
く
、
あ
る
い
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
プ
ラ
イ
ス
（
電
力
価
格
が
マ
イ
ナ
ス

に
な
る
こ
と
）
で
販
売
す
る
こ
と
に
対
す
る
反
発
は
、
産
業
界
等
に
お
い
て
根
強
い
。

な
お
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
プ
ラ
イ
ス
に
つ
い
て
、
日
本
で
は
ま
だ
馴
染
み
が
な
い
が
、
ド
イ
ツ
で
は
２
０

１
７
年
に
卸
電
力
価
格
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
た
時
間
帯
が
合
計
１
４
６
時
間
に
も
上
っ
た
ほ
か
、
２
０

１
７
年
か
ら
２
０
１
８
年
に
か
け
て
の
年
末
年
始
も
複
数
回
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
プ
ラ
イ
ス
が
発
生
し
て
い
る
。

②
自
由
化
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
政
策
の
齟
齬
─
従
来
型
電
源
の
維
持
・
確
保

人
間
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
火
力
発
電
な
ど
の
従
来
型
電
源
は
、
三
つ
の
価
値
を
提
供
し
て
い
る
。

発
電
し
た
電
気
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
価
値（
ｋ
Ｗ
ｈ
価
値
）、
い
ざ
と
い
う
時
に
必
ず
そ
の
設
備
を

使
っ
て
発
電
で
き
る
と
い
う
コ
ー
ル
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
の
価
値（
ｋ
Ｗ
価
値
）、
刻
々
変
化
す
る
需
要

に
あ
わ
せ
て
柔
軟
に
周
波
数
や
電
圧
を
維
持
す
る
価
値
（
Δ
ｋ
Ｗ
価
値
）
の
三
つ
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
ｋ
Ｗ
ｈ
価
値
は
提
供
で
き
る
が
、
他
の
二
つ
の
価
値
は
基
本
的
に
持
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た
な
い
。
図
10
に
示
す
と
お
り
、
従
前
は
ｋ
Ｗ
ｈ
価
値
が
多
く
を

占
め
、
ｋ
Ｗ
価
値
あ
る
い
は
Δ
ｋ
Ｗ
価
値
は
付
随
的
な
も
の
と
し

て
提
供
さ
れ
て
い
た
が
、
大
量
に
導
入
さ
れ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
ｋ
Ｗ
ｈ
価
値
を
提
供
し
対
価
を
得
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
ｋ

Ｗ
価
値
あ
る
い
は
Δ
ｋ
Ｗ
価
値
の
提
供
に
対
し
て
適
切
な
対
価
が

支
払
わ
れ
る
制
度
設
計
が
必
要
に
な
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大
量
に
導
入
さ
れ
た
と
し
て
も
、
安

定
供
給
を
確
保
す
る
た
め
に
は
こ
の
二
つ
の
価
値
を
提
供
し
て
く

れ
る
火
力
発
電
を
社
会
に
適
切
な
量
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
。
し

か
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
以
外
の
発
電
方
法
は
自
由
化
市
場

と
い
う
「
稼
が
ざ
る
者
食
う
べ
か
ら
ず
」
の
世
界
に
置
か
れ
て
い

る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
調
整
役
と
し
て
ｋ
Ｗ
ｈ
価
値
を
提

供
し
て
稼
ぐ
だ
け
で
は
十
分
な
収
益
を
上
げ
ら
れ
な
い
た
め
、
事

業
者
は
順
次
廃
止
し
て
い
く
が
、
そ
う
な
る
と
国
全
体
と
し
て
電

図10　分散化は電力市場に何をもたらすか

（出所）�『2050 年のエネルギー産業　Utility3.0 へのゲームチェンジ』（日本経済新聞
出版社）

42



源
が
不
足
す
る
事
態
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
政
策
的
に
保
護
・
優
遇
す

る
一
方
、
発
電
事
業
の
自
由
化
を
進
め
た
欧
米
各
国
で
は
既
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
課
題
で
あ
り
、

ド
イ
ツ
で
も
対
策
が
講
じ
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

そ
の
一
つ
が
既
存
火
力
発
電
に
対
す
る
「
戦
略
的
予
備
力
制
度
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
従
来
型
電
源
の

固
定
費
の
回
収
を
可
能
に
す
る
た
め
、
発
電
し
た
電
気
（
ｋ
Ｗ
ｈ
）
の
価
値
だ
け
で
な
く
、
発
電
設
備

（
ｋ
Ｗ
）
の
価
値
を
認
め
る
「
容
量
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
と
い
わ
れ
る
制
度
の
一
つ
で
あ
る
。
発
電
事
業
者
は
、

１
０
Ｍ
Ｗ
以
上
の
発
電
所
を
許
可
な
く
閉
鎖
す
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
、
閉
鎖
す
る
１
年
前
に
申
請
す
る

こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
廃
止
対
象
発
電
所
が
需
給
ひ
っ
迫
に
対
す
る
備
え
と
し
て
必
要
で
あ

る
と
Ｔ
Ｓ
Ｏ
が
判
断
し
た
場
合
に
は
、
発
電
事
業
者
に
対
し
て
維
持
に
必
要
な
コ
ス
ト
が
支
払
わ
れ
る
。

例
え
ば
、
ド
イ
ツ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
手E

. O
N

（
当
時
）
は
２
０
１
５
年
３
月
に
同
国
南
部
の
バ
イ
エ

ル
ン
州
に
立
地
す
る
ガ
ス
火
力Irsching
４
号
機
と
同
５
号
機
（
両
機
合
計
１
４
０
万
ｋ
Ｗ
）
の
閉
鎖

を
申
請
し
た
が
却
下
さ
れ
、
そ
の
後
の
交
渉
で
、
５
号
機
維
持
の
対
価
が
１
億
ユ
ー
ロ
と
も
報
道
さ
れ

た30

。
こ
のIrsching

４
号
機
、
5
号
機
に
つ
い
て
は
昨
年
（
２
０
１
７
年
）
８
月
に
も
再
度
閉
鎖
申
請

が
却
下
さ
れ
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
（E

. O
N

の
事
業
再
編
に
よ
り
、
事
業
者
はU

niper

に
変
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更
）。連

邦
系
統
規
制
庁
に
よ
れ
ば
、
２
０
１
６
年
に
同
制
度
の
運
用
に
か
か
っ
た
費
用
は
１
億
２
６
０
０

万
ユ
ー
ロ
と
推
計31

さ
れ
て
お
り
、
Ｔ
Ｓ
Ｏ
は
こ
の
費
用
を
送
電
線
使
用
料
金
に
上
乗
せ
し
て
需
要
家
か

ら
回
収
す
る
。

電
力
自
由
化
を
行
っ
た
う
え
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
政
策
的
に
優
遇
す
る
こ
と
で
大
量
に
導

入
す
る
と
い
う
政
策
を
採
っ
た
場
合
、
こ
の
よ
う
な
対
策
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
ド
イ
ツ
を
含
む
諸
外

国
の
経
験
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、
２
０
１
６
年
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
（
国

際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
）
が
「R

epow
ering M

arkets

（
電
力
市
場
の
リ
パ
ワ
リ
ン
グ
）」
を
発
刊
し
て

い
る
の
で
、
ぜ
ひ
参
照
さ
れ
た
い32

。

19	
http://w

w
w
.ceps.cz/E

N
G
/M

edia/Tiskove-zpravy/P
ages/R

ozdeleni_N
E
M
-R
A
K
_obchodni_zony.aspx

20	
H
andelsblatt G

lobal “
G
erm

any's N
orth-S

outh D
ivide”

  https://global.handelsblatt.com
/politics/germ

anys-north-south-divide-512790

21	

筆
者
に
よ
る
ド
イ
ツ
産
業
連
盟
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、「
南
部
の
電
気
料
金
が
10
％
上
昇
す
る
と
の
コ
ス
ト
試
算
も
あ
る
」
と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

22	

連
邦
系
統
規
制
庁

	
https://w

w
w
.bm

w
i.de/R

edaktion/D
E
/A

rtikel/S
ervice/aenderung-strom

nzv.htm
l

23	
https://w

w
w
.netzausbau.de/S

haredD
ocs/D

ow
nloads/D

E
/V

orhaben/B
B
P
lG
/B

B
P
lG
-B
ericht.pdf?__blob=publicationFile
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24	
https://w

w
w
.rundschau-online.de/politik/bayern-w

ill-suedlink-nach-hessen-und-baden-w
uerttem

berg-verlegen-sigm
ar-gabriel-	

	
w
eist-horst-seehofers-strom

trassen-vorschlag-zurueck-1478414
25	

改
正
Ｅ
Ｅ
Ｇ
法
§
36
ｃ
（
４
）

	
http://w

w
w
.bundesrat.de/S

haredD
ocs/drucksachen/2016/0301-0400/355-16.pdf?__blob=publicationFile&

v=1
26	

�http://notrickszone.com
/2016/05/09/m

ajor-blow
-to-w

ind-pow
er-bavarias-highest-court-upholds-10h-rule-shoots-industrialization-of-

idyllic-landscape/#sthash.W
8gB

V
7xM

.Q
xu8Tv6G

.dpbs

27	

『D
IE
 W

E
LT

』
２
０
１
５
年
2
月
10
日

	
http://w

w
w
.w
elt.de/w

irtschaft/energie/article137303596/N
orw

egen-w
ird-zum

-S
peicher-fuer-deutschen-O

ekostrom
.htm

l

28	
https://w

w
w
.tscnet.eu/tag/hansa-pow

erbridge/
	

�http://w
w
w
.50hertz.com

/en/N
ew

s/D
etail/id/3246/cooperation-agreem

ent-affi
rm

s-germ
an-sw

edish-direct-current-project-hansa-
pow

erbridge

29	
http://w

w
w
.w
elt.de/w

irtschaft/energie/article137303596/N
orw

egen-w
ird-zum

-S
peicher-fuer-deutschen-O

ekostrom
.htm

l

30	

ロ
イ
タ
ー　

２
０
１
３
年
4
月
18
日“

G
erm

an regulator steps in on E
.O
N
 B
avaria gas plants”

	
�https://w

w
w
.reuters.com

/article/germ
any-eon-regulator/germ

an-regulator-steps-in-on-e-on-bavaria-gas-plants-
idU

S
L5N

0D
52F320130418

	

ロ
イ
タ
ー　

２
０
１
３
年
4
月
26
日“

E
.O
N
 says reaches deal to keep Irsching plant open”

	
https://w

w
w
.reuters.com

/article/eon-irsching/e-on-says-reaches-deal-to-keep-irsching-plant-open-idU
S
L6N

0D
D
1M

B
20130426

31	
�S
tate aid: C

om
m
ission clears G

erm
an N

etw
ork R

eserve for ensuring security of electricity supply B
russels, 20.12. 2016

32	

な
お
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
が
同
報
告
書
の
和
訳
を
公
表
し
て
い
る
。w

w
w
.nedo.go.jp/library/repow

ering_m
arkets.htm

l
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⒌ 
電
気
料
金
の
推
移

ド
イ
ツ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
評
価
と
し
て
し
ば
し
ば
報
道
さ
れ
る
の
が
、
電
気
料
金
、
特
に
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
賦
課
金
の
増
大
で
あ
る
。
図
11
～
13
に
示
す
と
お
り
、
電
気
料
金
は
大
き
く
上
昇
し

て
お
り
、
ド
イ
ツ
は
世
界
で
最
も
電
気
料
金
が
高
い
国
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。

電
気
料
金
の
上
昇
は
、
産
業
競
争
力
に
直
結
す
る
。
化
学
や
自
動
車
な
ど
ド
イ
ツ
は
多
く
の
製
造
業

を
抱
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ド
イ
ツ
は
、
国
際
競
争
に
さ
ら
さ
れ
る
電
力
多
消
費
産
業
に
は
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
賦
課
金
の
減
免
措
置
を
講
じ
て
お
り
、
そ
の
負
担
が
中
小
企
業
や
一
般
家
庭
に
し
わ
寄

せ
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
の
不
公
平
感
も
強
い
。

例
え
ば
ド
イ
ツ
商
工
会
議
所
（
Ｄ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
）
は
２
０
１
７
年
７
月
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
賦
課
金

の
即
時
軽
減
を
求
め
る
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
配
信
し
た33

。
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
で
は
、
産
業
界
が
負

担
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
賦
課
金
は
２
０
１
７
年
だ
け
で
１
２
０
億
ユ
ー
ロ
に
も
な
り
、
競
争
力

を
削
い
で
い
る
と
強
く
批
判
し
て
い
る
ほ
か
、
少
な
く
と
も
２
０
２
０
年
代
初
頭
ま
で
再
生
可
能
エ
ネ
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電力税

再エネ
賦課金

付加価値税

系統コント
ロール・
小売

送配電

家庭用年間使用料 3500kWh の 1世帯の
平均的料金（EURcent/kWh）

電力税

再エネ
賦課金

系統コント
ロール・
小売

年間使用料 16万〜 2000kWh の
産業向け電気料金（電力税含む）

（出所）�ＢＤＥＷ（ドイツ連邦エネルギー・水道連合会）“BDEW-Strompreisanalyse” 
November 2016

図11　ドイツの家庭用電気料金推移

図12　ドイツの産業用電気料金推移

図13　家計平均電力価格の構成要素（ct ／ ｋＷｈ）

うち　再エネ賦課金

全体としての税金、義務および課税
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ル
ギ
ー
賦
課
金
が
増
加
す
る
見
通
し
で
あ
る
こ
と
を
強
く
懸
念
し
て
い
る
。
即
時
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
賦
課
金
を
削
減
す
る
手
段
と
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
賦
課
金
に
対
す
る
補
填
を
政
府
予
算
も

し
く
は
基
金
か
ら
拠
出
（
電
力
税
収
入
70
億
ユ
ー
ロ
も
そ
の
候
補
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
現
在
２
４
０
億

ユ
ー
ロ
に
達
し
て
い
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
賦
課
金
を
減
額
）
す
る
こ
と
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

賦
課
金
を
熱
供
給
や
運
輸
部
門
か
ら
も
徴
収
す
る
こ
と
で
、
電
力
ユ
ー
ザ
ー
に
集
中
し
て
い
る
負
担
を

軽
減
す
る
こ
と
な
ど
を
提
案
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
の
電
気
料
金
上
昇
に
関
す
る
ド
イ
ツ
国
内
の
動
き
や
報
道
を
い
く
つ
か
紹
介

す
れ
ば
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

◦�

繊
維
業
界
３
社
が
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
に
よ
る
太
陽
光
発
電
な
ど
へ
の
助
成
は
憲
法
違
反
で

あ
る
」
と
し
て
訴
訟
を
提
起
、
業
界
団
体
は
全
面
支
援
を
表
明
（
２
０
１
２
／
８
／
14
）

◦�

ド
イ
ツ
商
工
会
議
所
の
調
査
で
は
「
企
業
の
５
分
の
１
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
と
供
給
不
安
を
理
由

に
国
外
に
出
た
、
あ
る
い
は
出
る
こ
と
を
検
討
」（
調
査
数
１
５
２
０
社
）

◦�

ド
イ
ツ
の
多
く
の
企
業
が
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
賦
課
金
は
、
ア
メ
リ
カ

の
企
業
が
払
う
電
気
料
金
全
体
よ
り
大
き
く
、
こ
の
理
由
に
よ
り
調
査
対
象
の
半
数
の
企
業
が
「
投
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資
す
る
魅
力
が
な
い
」
と
回
答
（『The E

conom
ist

』 

２
０
１
５
／
２
／
14
）

◦�
連
邦
消
費
者
セ
ン
タ
ー
連
盟
は
ド
イ
ツ
経
済
紙
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
増
え
続
け
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
負
担
に
つ
い
て
「
我
慢
の
限
界
を
超
え
て
い
る
」
と
コ
メ
ン
ト
（
２
０
１
２
／
８
／

７
）

◦�

ド
イ
ツ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
貧
困
世
帯（
収
入
の
10
％
以
上
を
光
熱
費
に
使
用
す
る
家
庭
）
は
、
２
０
０
５

年
の
５
５
０
万
世
帯
か
ら
６
９
０
万
世
帯
に
急
増
（『S

P
IE
G
E
L

』  

２
０
１
４
／
２
／
24
）

こ
の
よ
う
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
関
す
る
直
接
的
コ
ス
ト
と
し
て
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
賦
課
金
だ
け
で
な
く
、「
⒋ 
安
定
供
給
へ
の
評
価
」
で
述
べ
た
と
お
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
が
進
め
ば
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ス
ト
や
蓄
電
技
術
へ
の
投
資
が
必
要
と
な
る
。Energiew

ende

に
か
か
る
総
コ
ス
ト
の
検
証
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、D

üsseldorf Institute for 
C
om

petition E
conom

ics 

（
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）
が
行
っ
た
試
算
に
よ
れ
ば
、
２
０
２
５
年
ま
で
で
約
５
２

０
０
億
ユ
ー
ロ
に
も
な
る
と
さ
れ
て
い
る34

。

◦「E
nergiew

ende

」
に
は
５
２
０
０
億
ユ
ー
ロ
（
67
・
６
兆
円
）。
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◦「E
nergiew

ende

」
に
要
す
る
費
用
の
中
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
賦
課
金
が
最
多
の
４
０
８	

　

０
億
ユ
ー
ロ
（
53
・
04
兆
円
）。

◦�
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
地
で
あ
る
ド
イ
ツ
北
部
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
消
費
地
で
あ
る
ド
イ
ツ
南

部
へ
の
送
配
電
線
に
係
る
建
設
費
用
は
５
５
３
億
ユ
ー
ロ
（
７
・
19
兆
円
）。

　

�

そ
の
他
、
２
０
１
５
年
末
ま
で
に
既
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ス
ト
を
含
ま
な
い
負
担
が
既
に

１
５
０
０
億
ユ
ー
ロ
に
達
し
て
い
る
こ
と
、 

ド
イ
ツ
の
４
人
家
族
世
帯
で
の
追
加
費
用
負
担
額
は
、

２
０
２
５
年
ま
で
に
２
万
５
０
０
０
ユ
ー
ロ
（
３
２
５
万
円
）
に
達
す
る
な
ど
の
見
通
し
が
示
さ
れ

て
い
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
を
図
る
う
え
で
最
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点

は
、
こ
う
し
た
全
体
コ
ス
ト
を
俯
瞰
的
に
把
握
し
、
国
民
に
過
度
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
評
価
と

検
証
を
繰
り
返
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

付
言
す
れ
ば
、
一
般
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
上
昇
に
よ
る
消
費
者
へ
の
影
響
は
計
測
す
る
こ
と

が
難
し
い
。
民
生
・
産
業
部
門
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
上
昇
は
基
本
的
に
は
消
費
者
に
提
供

さ
れ
る
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
に
転
嫁
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
か
ら
だ
。
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わ
が
国
で
は
現
在
、
消
費
税
の
税
率
引
き
上
げ
が
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
逆
進
性
が
高
い
と
い
う
点

で
共
通
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
と
消
費
税
に
つ
い
て
は
、
そ
の
上
昇
が
与
え
る
影
響
を
慎
重
に
見
極

め
る
必
要
が
あ
る
。

33	
D
H
IK
 “
E
E
G
-Finanzierung auf neue Füße stellen - W

irtschaft entlasten” 06.07.2017

34	“
K
osten der E

nergiew
ende” 

関
連
報
道

	
w
w
w
.thegw

pf.com
/germ

an-energiew
ende-to-cost-staggering-e520-billion-by-2025-first-full-cost-study-finds/

⒍ 

雇
用
の
創
出
効
果

E
nergiew

ende

は
、
産
業
構
造
の
転
換
を
目
指
し
た
社
会
変
革
と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
る
と
冒

頭
で
述
べ
た
と
お
り
、
化
石
燃
料
や
原
子
力
な
ど
大
規
模
集
約
型
の
産
業
へ
の
依
存
を
低
減
さ
せ
る
一

方
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
雇
用
を
創
出
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
で
は
、

E
nergiew

ende

に
よ
る
雇
用
創
出
効
果
は
ど
の
よ
う
に
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
こ
の
点
は

評
価
が
難
し
い
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
産
業
な
ど
、E

nergiew
ende

に
よ
り
雇
用
創
出
が
期
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待
で
き
る
特
定
の
事
業
分
野
に
お
け
る
雇
用
数
増
減
は
簡
単
に
確
認
が
で
き
る
が
、
既
存
産
業
等
か
ら

失
わ
れ
た
雇
用
の
数
、
そ
の
理
由
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
だ
。
後
述
す
る
が
、
ド
イ
ツ
産

業
連
盟
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
い
て
、「
雇
用
創
出
効
果
に
つ
い
て
は
、
ど
う
し
て
も
政
治
的
に
な
る
」

と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
聞
か
れ
た
と
お
り
、
適
切
に
把
握
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
筆
者
は
以
前
、
ペ
ル
ー

で
行
わ
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
20
に
お
い
て
ド
イ
ツ
が
主
催
し
た
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
で
、
ヘ
ン
ド
リ
ク
ス
環
境
大

臣
に
「
創
出
さ
れ
た
雇
用
は
カ
ウ
ン
ト
で
き
る
が
、
失
わ
れ
た
雇
用
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
る
の
か
」

と
質
問
し
た
と
こ
ろ
「
失
わ
れ
た
雇
用
な
ど
は
な
い
」
と
回
答
さ
れ
た
。
し
か
し
「
失
わ
れ
た
雇
用
が

な
い
」
の
で
は
な
く
、「
失
わ
れ
た
雇
用
の
理
由
と
数
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う

べ
き
だ
ろ
う
。

産
業
育
成
が
期
待
さ
れ
た
ほ
ど
順
調
で
は
な
い
こ
と
は
い
く
つ
か
の
事
例
か
ら
認
識
さ
れ
て
い
る
。

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
生
産
量
世
界
一
を
誇
っ
た
Ｑ
セ
ル
ズ
は
、
２
０
１
２
年
４
月
に
経
営
破
綻
し
、
韓
国

系
企
業
に
買
収
さ
れ
ハ
ン
フ
ァ
・
Ｑ
セ
ル
ズ
と
な
っ
た
。
１
９
９
８
年
に
業
界
初
の
株
式
上
場
を
果
た

し
た
と
話
題
に
な
り
、
２
０
０
８
年
に
は
約
１
０
０
０
人
の
従
業
員
を
抱
え
て
い
たS

olon

社
も
２
０

１
１
年
に
経
営
破
綻
し
て
い
る35

。
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故
澤
昭
裕
21
世
紀
政
策
研
究
所
研
究
主
幹
が
２
０
１
５
年
２
月
12
日
に
Ｑ
セ
ル
ズ
労
働
組
合
委
員
長

に
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
最
盛
期
に
は
従
業
員
数
２
２
０
０
～
２
３
０
０
人
を
誇
っ
た
も
の
の
、

ハ
ン
フ
ァ
・
Ｑ
セ
ル
ズ
と
な
っ
て
か
ら
、
生
産
拠
点
は
マ
レ
ー
シ
ア
に
移
転
し
、
ド
イ
ツ
国
内
で
は
調

査
や
研
究
開
発
の
業
務
だ
け
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
。
８
８
０
人
い
た
従
業
員
も
６
割
が
リ
ス
ト
ラ
、

残
る
従
業
員
は
３
５
０
人
程
度
だ
ろ
う
と
の
コ
メ
ン
ト
が
得
ら
れ
て
い
る
。
Ｑ
セ
ル
ズ
経
営
破
綻
の
理

由
に
つ
い
て
同
組
合
委
員
長
は
、
中
国
製
太
陽
光
パ
ネ
ル
と
の
価
格
競
争
を
挙
げ
て
い
る
。
製
品
価
格

を
50
％
落
と
さ
な
け
れ
ば
売
れ
な
い
と
い
う
状
況
に
陥
っ
た
そ
う
で
、
太
陽
光
発
電
モ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど

コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
し
た
製
品
に
お
い
て
先
進
国
企
業
が
シ
ェ
ア
を
確
保
す
る
こ
と
の
難
し
さ
が
伝
わ
っ

て
く
る
。
53
ペ
ー
ジ
図
14
に
示
す
と
お
り
、
世
界
の
太
陽
光
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
シ
ェ
ア
は
２
０
０
０
年
代

後
半
か
ら
急
速
に
中
国
・
台
湾
に
席
巻
さ
れ
て
い
る
。
同
組
合
委
員
長
のE

nergiew
ende

に
対
す
る

評
価
は
、「
成
功
し
た
と
も
い
え
な
い
し
、
失
敗
し
た
と
も
い
え
な
い
。
た
だ
し
、
い
え
る
こ
と
は
多
く

の
間
違
い
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

な
お
、
世
界
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
（
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ａ
）
は
毎
年
〝R

enew
able E

nergy and 
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Jobs

〟
と
い
う
報
告
書
を
発
行
し
て
い
る
。
そ
の
２
０
１
７
年
版37

（
55
ペ
ー
ジ
図
15
）
に
よ
れ
ば
、
大

型
水
力
を
除
く
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
お
け
る
雇
用
数
は
２
０
１
６
年
に
は
２
０
１
５
年
比

２
・
８
％
増
の
８
３
０
万
人
と
さ
れ
る
。
し
か
し
地
域
別
、
国
別
の
分
析
を
見
る
と
、
Ｅ
Ｕ
全
体
で
減

少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
ド
イ
ツ
に
関
す
る
記
述
に
お
い
て
も
、
２
０
１
５
年
の
雇
用
数
が
33
・
７
万

人
で
あ
り
、
前
年
比
６
％
減
と
減
少
傾
向
に
あ
り
、
中
で
も
太
陽
光
事
業
関
連
に
つ
い
て
は
、
２
０
１

１
年
の
11
・
１
万
人
か
ら
わ
ず
か
４
年
後
の
２
０
１
５
年
に
は
３
・
16
万
人
と
３
分
の
１
以
下
に
急
減

し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
国
内
で
の
投
資
の
減
速
を
、
太
陽
光
モ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
輸
出
産
業

に
よ
る
雇
用
で
補
う
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

35	
w
w
w
.solon.com

/global/press/N
ew

s/detail.htm
l?ID

=715
	

http://w
w
w
.fepc.or.jp/library/kaigai/kaigai_topics/1236967_4115.htm

l

36	
http://w

w
w
.ise.fraunhofer.de/en/dow

nloads-englisch/pdf-files-englisch/photovoltaics-report-slides.pdf

37	“
R
enew

able E
nergy and Jobs - A

nnual R
eview

 2017”
	

w
w
w
.irena.org/publications/2017/M

ay/R
enew

able-E
nergy-and-Jobs--A

nnual-R
eview

-2017
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Energiew
ende

に
対
す
る
評
価

Ⅲ．



E
nergiew

ende

は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
量
な
ど
順
調
に
進
ん
で
い
る
部
分
も
あ
る
一

方
で
、
課
題
も
多
い
。
会
計
検
査
院
な
ど
い
く
つ
か
の
政
府
機
関
や
研
究
機
関
が
行
っ
て
い
る

E
nergiew

ende

へ
の
政
策
評
価
を
確
認
す
る
。
ま
た
、
国
民
は
こ
う
し
た
状
況
を
ど
う
評
価
し
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
会
期
中
に
訪
問
し
た
ド
イ
ツ
産
業
連
盟
お
よ
び
ケ
ル
ン
経
済
研
究
所
で

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
及
び
世
論
調
査
か
ら
確
認
す
る
。

　⒈ 

政
府
機
関
・
研
究
機
関
に
よ
る
政
策
評
価

も
ち
ろ
ん
政
府
の
公
式
見
解
と
し
て
は
、E

nergiew
ende

に
対
し
て
否
定
的
な
評
価
は
な
さ
れ
る

は
ず
も
な
い
。
連
邦
経
済
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
に
関
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
レ
ポ

ー
ト38

」
で
は
「（
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
の
）
目
標
は
順
調
に
達
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
」（
２
０
１
６
年
12
月
）
と

前
向
き
な
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
複
数
の
政
策
評
価
機
関
か
ら
厳
し
い
評
価
が
な
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
し
、
こ
う
し
た
政
策
評
価
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
点
、
情
報
の
開

示
が
迅
速
か
つ
わ
か
り
や
す
く
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
見
習
う
べ
き
点
が
多
い
。
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◦
会
計
検
査
院
に
よ
る
評
価

２
０
１
７
年
１
月
、
連
邦
会
計
検
査
院
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
移
行
政
策
を
批
判
す
る
報
告
書
を
提
出
。

報
告
書
は
、E

nergiew
ende

が
政
策
と
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
、
供
給
力
確

保
の
深
刻
な
欠
如
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
述
し
、
連
邦
政
府
（
特
に
経
済
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
）
を

強
く
非
難
し
て
い
る
。

E
lem

entary questions such as, “
W
hat is the energy cost of the state? ”

O
r“

W
hat 

is the energy cost of the state? ” W
ill not be asked and rem

ain unansw
ered, ......

ま
た
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
や
情
報
の
不
統
一
も
指
摘
し
て
い
る
。
特
にE

nergiew
ende

を
進
め
る
た
め

に
行
政
組
織
が
肥
大
化
・
重
複
化
し
て
い
る
、
本
当
に
１
３
１
も
の
追
加
の
ポ
ス
ト
が
必
要
だ
っ
た
の

か
強
い
疑
い
が
あ
る
と
、
政
策
遂
行
の
組
織
体
制
を
批
判
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
「
供
給
の
安
定
性

や
経
済
性
に
つ
い
て
も
、
既
に
十
分
数
値
化
が
行
わ
れ
て
い
る
環
境
目
標
と
同
程
度
に
具
体
的
に
数
量

化
す
べ
き
」
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
わ
が
国
は
２
０
３
０
年
の
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
を
定
め
る
に
あ
た
り
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
自
給
率
を
25
％
程
度
に
引
き
上
げ
る
こ
と
、
電
力
コ
ス
ト
を
２
０
１
３
年
よ
り
５
％
程
度
低
減
さ
せ
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る
こ
と
、
欧
米
諸
国
に
遜
色
の
な
い
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
、
と
（
最
後
の
環
境

性
以
外
は
）定
量
的
な
目
標
を
掲
げ
て
い
る
が
、
ド
イ
ツ
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
い
る
と
、「
そ
れ
は
素
晴

ら
し
い
」
と
評
価
さ
れ
、
拍
子
抜
け
す
る
こ
と
が
あ
る
。

◦
専
門
委
員
会39

「
こ
の
ま
ま
で
は
２
０
２
０
年
の
排
出
削
減
目
標
と
そ
の
他
のE

nergiew
ende2020

年
目
標
は
達
成

で
き
な
い
だ
ろ
う
」

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
改
善
と
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
は
『
不
満
足
』」（
２
０
１
６
年
12
月
）

な
お
、
２
０
１
４
年
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
（
Ｅ
Ｅ
Ｇ
）
改
正
以
前
で
は
あ
る
が
、
以
下
の
よ

う
な
批
判
も
な
さ
れ
て
い
た
。
Ｅ
Ｅ
Ｇ
改
正
が
こ
う
し
た
批
判
を
受
け
て
の
も
の
か
は
定
か
で
は
な
い

が
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
支
援
策
に
効
率
性
の
導
入
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
、
ド
イ
ツ
の
経
験
か

ら
学
ぶ
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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◦
研
究
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
専
門
家
委
員
会
（
Ｅ
Ｆ
Ｉ
）
年
次
報
告
書40

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
法（
Ｅ
Ｅ
Ｇ
）は
電
気
料
金
に
追
加
的
な
コ
ス
ト
を
も
た
ら
し
た
だ
け
で
、
気

候
変
動
対
策
に
は
役
立
た
な
か
っ
た
。
ま
た
技
術
開
発
の
促
進
に
影
響
を
与
え
た
と
も
言
え
な
い
。

よ
っ
て
こ
の
法
を
継
続
す
る
こ
と
は
正
当
化
さ
れ
な
い
」（
２
０
１
４
年
２
月
）

◦
経
済
諮
問
委
員
会
（
Ｇ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
：
通
称
、
５
賢
人
委
員
会41

）

「
ド
イ
ツ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
支
援
策
は
非
効
率
」（
２
０
１
４
年
11
月
）

38	
�http://w

w
w
.bm

w
i.de/R

edaktion/D
E
/P

ublikationen/E
nergie/fuenfter-m

onitoring-bericht-energie-der-zukunft.pdf?__
blob=publicationFile&

v=23

39	
https://w

w
w
.cleanenergyw

ire.org/new
s/experts-call-co2-price-retain-energiew

endes-credibility

40	
http://w

w
w
.e-fi.de/fileadm

in/G
utachten_2014/E

FI_K
urzfassung_E

nglisch_2014.pdf

41	
http://w

w
w
.germ

anenergyblog.de/?p=17315　
　
　

http://w
w
w
.germ

anenergyblog.de/?p=14737
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⒉ 
ド
イ
ツ
産
業
連
盟
（
Ｂ
Ｄ
Ｉ
）
に
お
け
る
ヒ
ア
リ
ン
グ

国
民
及
び
産
業
界
はE

nergiew
ende

を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ド
イ
ツ

産
業
連
盟
（
Ｂ
Ｄ
Ｉ
）
で
行
っ
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果
を
以
下
に
箇
条
書
き
で
ま
と
め
る
。

〈E
nergiew

ende
が
雇
用
、
産
業
競
争
力
に
も
た
ら
す
影
響
に
つ
い
て
〉

◦
ド
イ
ツ
の
産
業
界
は
「
経
済
性
」
と
「
安
定
供
給
」
の
二
つ
に
関
心
が
あ
る
。

◦�

経
済
性
（affordability
）
は
他
国
と
の
相
対
関
係
（relative

）
が
重
要
で
あ
り
、
米
国
の
電
力
価

格
が
低
下
す
れ
ば
、
競
争
力
に
問
題
を
生
ず
る
と
の
点
を
政
府
に
伝
え
て
い
る
。

◦�

産
業
部
門
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
全
量
固
定
価
格
買
取
制
度
）
賦
課
金
の
減
免
が
あ
る
の
は
事
実
だ
が
、
減
免

を
受
け
て
い
る
の
は
Ｂ
Ｄ
Ｉ
会
員
企
業
の
う
ち
２
％
。
政
府
予
算
で
賦
課
金
の
一
部
を
賄
お
う
と
す

る
議
論
も
あ
る
。

◦�

雇
用
へ
の
影
響
評
価
ス
タ
デ
ィ
は
政
治
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
ポ
ジ
と
ネ
ガ
の
両
面
を
見
な
け

れ
ば
い
け
な
い
が
、
マ
イ
ナ
ス
影
響
を
評
価
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
例
え
ば
鉄
鋼
産
業
の
雇
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用
減
少
の
ど
の
程
度
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
上
昇
に

よ
る
か
を
証
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

◦�

政
府
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
分
野
や
デ
ジ
タ

ル
化
等
に
よ
り
雇
用
の
創
出
を
謳
う
が
、
そ
こ
で
は

ハ
イ
ス
キ
ル
が
求
め
ら
れ
る
。
炭
鉱
な
ど
か
ら
失
わ

れ
る
雇
用
は
ロ
ー
ス
キ
ル
で
あ
り
、
新
た
な
雇
用
機

会
に
ス
イ
ッ
チ
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

〈
気
候
変
動
対
策
に
つ
い
て
〉

◦�

野
心
的
な
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
早
期
に
行
動

を
開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
確
か
だ
が
、

気
候
変
動
対
策
で
産
業
競
争
力
を
失
っ
て
は
い
け
な

い
。
カ
ー
ボ
ン
リ
ー
ケ
ー
ジ
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

BDI のエネルギー・気候変動政策担当者と意見交換（筆者撮影）
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◦�

ド
イ
ツ
で
褐
炭
・
石
炭
火
力
発
電
所
を
止
め
た
と
し
て
も
、
他
の
国
で
稼
働
が
増
え
る
だ
け
だ
。

◦
新
た
な
技
術
を
開
発
し
、
そ
れ
を
輸
出
拡
大
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

◦�
２
℃
目
標
は
世
界
共
通
の
目
標
で
あ
り
、
他
の
国
が
同
等
の
努
力
を
行
う
こ
と
が
重
要
。
グ
ロ
ー
バ

ル
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
確
保
が
重
要
。

　

�

そ
の
た
め
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
Ｃ
Ｏ
２
価
格
が
重
要
。
長
期
的
に
は
Ｇ
20
レ
ベ
ル
で
統
一
的
な
カ
ー

ボ
ン
プ
ラ
イ
ス
が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
た
だ
し
、
実
現
が
厳
し
い
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
。
国

境
調
整
措
置
と
い
う
方
法
も
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
を
正
確
に
計
算
す
る

必
要
が
あ
り
、
そ
の
手
法
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
た
め
理
論
上
の
話
で
し
か
な
い
こ
と
も
理
解
し
て

い
る
。
Ｂ
Ｄ
Ｉ
と
し
て
こ
の
オ
プ
シ
ョ
ン
を
主
張
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

〈
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
政
策
に
つ
い
て
（
日
本
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
）〉

◦�

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
統
合
が
重
要
。
ド
イ
ツ
が
い
つ
補
助
か
ら
「
卒
業
」
で

き
る
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
せ
め
て
予
見
は
で
き
る
べ
き
。

◦�

Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
経
験
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
は
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
使
う
べ
き
で
あ
り
、
規
制
さ
れ
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た
補
助
金
に
よ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。
日
本
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
は
高
す
ぎ
る
。

◦�
日
本
と
ド
イ
ツ
は
置
か
れ
た
状
況
が
異
な
る
。
日
本
は
島
国
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
は
隣
国
と
つ
な

が
っ
て
い
る
た
め
、
不
足
が
あ
れ
ば
輸
入
で
き
る
し
、
超
過
が
あ
れ
ば
輸
出
で
き
る
。

な
お
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
当
時
も
話
題
に
な
っ
た
が
、
２
０
５
０
年
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
達
成
に

関
す
る
ド
イ
ツ
産
業
連
盟
（
Ｂ
Ｄ
Ｉ
）
に
よ
る
試
算
が
２
０
１
８
年
１
月
18
日
に
発
表
さ
れ
た42

。
そ
れ

に
よ
る
と
、
２
０
５
０
年
80
％
削
減
は
技
術
的
に
も
経
済
的
に
も
可
能
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
追
加
的

な
投
資
と
し
て
２
０
５
０
年
ま
で
に
１
・
５
兆
ユ
ー
ロ
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
２
０
５
０
年

95
％
削
減
を
目
指
す
こ
と
は
現
実
的
で
は
な
い
と
し
つ
つ
、
必
要
な
追
加
投
資
額
は
２
・
３
兆
ユ
ー
ロ

と
試
算
し
て
い
る
。「
技
術
的
に
も
経
済
的
に
も
可
能
」
と
い
う
前
向
き
な
表
現
を
使
い
つ
つ
、
１
・
５

兆
ユ
ー
ロ
と
い
う
莫
大
な
投
資
が
あ
れ
ば
、
と
す
る
表
現
に
、
ド
イ
ツ
産
業
界
の
複
雑
な
見
解
が
示
さ

れ
て
い
る
。

42	
C
lim

ate protection needs m
assive investm

ent drive according to new
 B
D
I study

	
https://english.bdi.eu/article/new

s/clim
ate-protection-needs-m

assive-investm
ent-drive-according-to-new

-bdi-study/
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⒊ 
世
論
調
査
結
果

様
々
な
機
関
がE

nergiew
ende

に
関
す
る
世
論
調
査
結
果

を
発
表
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
要
点
を
報
じ
た
直
近
の
報
道43

に

よ
れ
ば
、「E

nergiew
ende

に
賛
成
す
る
か
？
」
と
い
う
質
問

に
対
し
て
、
賛
成
88
％
、
一
部
賛
成
等
９
％
、
反
対
３
％
と
、

圧
倒
的
な
支
持
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
図
16
）。

し
か
し
、
実
は
総
論
賛
成
、
各
論
反
対
と
も
読
め
る
調
査
結

果
も
あ
る
。
日
本
の
環
境
省
が
日
本
・
ド
イ
ツ
・
英
国
の
3
カ

国
の
消
費
者
に
対
し
て
行
っ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す

る
意
識
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
実
態
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査45

に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
の
消
費
者
で
自
身

が
負
担
し
て
い
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
賦
課
金
の
お
お
よ
そ
の
金
額
を
知
っ
て
い
る
と
答
え
た
の
は

わ
ず
か
３
％
に
過
ぎ
ず
、
57
％
は
賦
課
金
の
存
在
は
知
っ
て
い
る
も
の
の
金
額
は
知
ら
な
い
、
40
％
は

図16　Energiewendeに関する世論調査結果

（出所）『Clean Energy Wire』2017年11月15日掲載記事44
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賦
課
金
の
存
在
自
体
を
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
結
果
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
調
査
に
よ
れ
ば
、
１
カ
月
１
世
帯
当
た
り
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
賦
課
金
の
許
容
金
額

に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
の
消
費
者
で
月
間
20
ユ
ー
ロ
以
上
の
負
担
を
受
け
入
れ
る
と
回
答
し
て
い
る
の
は

３
％
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
２
０
１
７
年
の
ド
イ
ツ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
賦
課
金
は
６
・
88
ユ
ー

ロ
セ
ン
ト
（
８
・
９
円
）
／
ｋ
Ｗ
ｈ
で
あ
る
。
一
般
的
な
世
帯
の
電
力
消
費
量
は
３
５
０
０
ｋ
Ｗ
ｈ
／

年
と
さ
れ
る
の
で
、
年
間
負
担
額
は
約
２
４
０
ユ
ー
ロ（
約
３
万
１
２
０
０
円
）、
月
間
で
は
約
20
ユ
ー

ロ
（
２
６
０
０
円
）
で
あ
り
、
現
状
既
に
97
％
の
国
民
が
考
え
る
許
容
金
額
を
超
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
こ
れ
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
賦
課
金
の
み
で
あ
り
、
送
電
網
整
備
に
係
る
コ
ス
ト
な
ど
本

報
告
で
述
べ
て
き
た
全
体
コ
ス
ト
が
含
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

43	

２
０
１
７
年
11
月
15
日　

https://w
w
w
.cleanenergyw

ire.org/factsheets/polls-reveal-citizens-support-energiew
ende

44	
https://w

w
w
.cleanenergyw

ire.org/factsheets/polls-reveal-citizens-support-energiew
ende

45	
�

環
境
省
「
日
本
・
英
国
・
ド
イ
ツ
の
消
費
者
の 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
意
識
や 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
実
態
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト 

集
計
結
果
」

平
成
27
年
3
月

	
http://w

w
w
.env.go.jp/earth/report/h27-01/ref02.pdf
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近
年
、
ド
イ
ツ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
気
候
変
動
政
策
の
中
で
頻
繁
に
使
わ
れ
る
言
葉
が
〝sector 

coupling

（
セ
ク
タ
ー
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
）〟で
あ
る
。
同
国
の
長
期
戦
略
の
中
で
も
20
回
登
場
す
る
こ
の

言
葉
の
意
味
は
、
電
力
の
低
炭
素
化
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
）
を
進
め
る
だ
け
で
な
く
、

導
入
さ
れ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
力
を
、
熱
や
運
輸
、
産
業
な
ど
他
の
セ
ク
タ
ー
で
活
用

す
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
り
、〝P
ow

er-to-X

〟（
図
17
）
と
も
表
現
さ
れ
る
。

社
会
の
低
炭
素
化
を
進
め
る
に
は
、「
電
力
の
低
炭
素
化
×
需
要
側
の
電
化
」と
い
う
掛
け
算
が
必
要

と
い
う
の
は
世
界
的
に
認
め
ら
れ
る
潮
流
で
あ
り
、
近
年
の
Ｅ
Ｖ
化（
電
気
自
動
車
の
導
入
拡
大
政
策
）

は
こ
の
後
者
（
需
要
側
の
電
化
）
の
好
例
で
あ
る
。
ま
た
、
ｋ
Ｗ
価
値
や
Δ
ｋ
Ｗ
価
値
を
基
本
的
に
持

た
な
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
し
て
柔
軟
性
を
確
保
す
る
う
え
で
、
他
セ
ク
タ
ー
と
の
連
携
は
重

要
な
意
味
を
持
つ
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
が
先
行
し
て
進
み
、
そ
れ
を
う
ま
く
使
う
た
め
の

国
内
送
電
網
の
整
備
が
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
な
い
こ
と
は
、
Ⅱ
の
「
⒋ 

安
定
供
給
へ
の
評
価
」
で
述

べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
力
を
熱
や
電
気
自
動
車
の
バ
ッ
テ
リ
ー
、

水
素
な
ど
他
の
形
に
変
換
す
れ
ば
出
力
抑
制
や
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
プ
ラ
イ
ス
で
の
販
売
な
ど
を
回
避
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

70



図
17　

Pow
er-to-Xの

概
念

図

（
出
所
）
ド
イ
ツ
経
済
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
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昨
年
（
２
０
１
７
年
）
の
Ｖ
Ｇ
Ｂ46

大
会
に
登
壇
し
たR
A
M
B
O
LL

（
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
本
社
を
置

く
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
）
の
リ
ッ
タ
ー
バ
ッ
ハ
教
授
の
言
葉
を
借
り

れ
ば47

、

◦�E
nergiew

ende

と
は
、S

trom
w
ende

（
電
力
大
転
換
）
＋W

aerm
ew

ende

（
熱
の
大
転
換
）

で
あ
る
。

◦
し
か
し
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
熱
の
大
転
換
に
つ
い
て
は
ま
だ
端
緒
に
就
い
た
ば
か
り
。

◦�（
熱
も
含
め
た
）Energiew

ende

の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
デ
ン
マ
ー
ク
で
あ
り
、数
十
年
前
か
ら
取
り

組
み
を
始
め
て
い
る
。
ド
イ
ツ
はE

nergiew
ende

の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
は
な
い
。

と
指
摘
し
て
お
り
、
ド
イ
ツ
で
も
今
後
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
の
電
力
（P

ow
er

）
を
熱
分
野

（H
eat

）、
運
輸
分
野
（Transport 48

）、
産
業
分
野
（Industry

）
に
活
用
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
と
電

力
シ
ス
テ
ム
の
柔
軟
性
を
同
時
に
向
上
さ
せ
る
取
り
組
み
が
本
格
化
す
る
だ
ろ
う
。

わ
が
国
も
、
２
０
１
６
年
５
月
に
閣
議
決
定
し
た
「
地
球
温
暖
化
対
策
計
画49

」
に
お
い
て
、
２
０
５

０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
80
％
排
出
削
減
を
目
指
す
と
の
目
標
を
掲
げ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
大
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幅
な
削
減
を
可
能
に
す
る
た
め
に
は
、「
電
力
の
低
炭
素
化
×
需
要
側
の
電
化
」を
徹
底
し
て
進
め
る
必

要
が
あ
る
。
筆
者
が
昨
年
（
２
０
１
７
年
）
９
月
に
上
梓
し
た
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
２
０
５
０
年　

U
tility3.0 

へ
の
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
』（
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
、
共
著
）
の
中
で
の
試
算
に
よ
れ
ば
、

以
下
の
条
件
の
よ
う
に
需
要
側
の
電
化
を
究
極
的
に
進
め
、
か
つ
電
力
の
65
％
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
及
び
原
子
力
で
賄
う
と
い
う
前
提
で
の
２
０
５
０
年
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
は
、
２
０
１
３
年

比
72
％
削
減
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
（
74
ペ
ー
ジ
図
18
）。

こ
う
し
た
大
き
な
構
造
転
換
を
図
る
た
め
に
は
社
会
全
体
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ

に
向
け
た
整
合
性
あ
る
政
策
遂
行
が
求
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入
す
る
た
め
、

現
在
わ
が
国
は
全
量
固
定
価
格
買
取
制
度
を
採
る
が
、
そ
の
た
め
の
賦
課
金
は
電
気
料
金
に
だ
け
か
か

る
炭
素
税
と
同
義
で
あ
る
。
こ
う
し
た
政
策
に
よ
り
電
気
料
金
だ
け
が
上
昇
す
れ
ば
当
然
電
化
の
阻
害

要
因
と
な
り
、「
電
力
の
低
炭
素
化
×
需
要
側
の
電
化
」と
い
う
潮
流
に
乗
り
遅
れ
る
こ
と
と
な
る
。
今

後
セ
ク
タ
ー
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
を
進
め
る
ド
イ
ツ
の
動
き
を
参
考
に
、
効
率
よ
く
低
炭
素
社
会
を
実
現
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
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〈最終エネルギー消費と電力消費〉

※�環境省「平成26年度2050年再生可能エネルギー等分散型エネルギー普及可能性検証検
討報告書」における高位ケースの値）

図18　2050年80％削減に向けた試算
省エネ -（最終エネルギー消費が省エネ進展・人口減少・経済成長等により

20%削減(2013年比)）
電化 -（業務・家庭部門において、100%の電化ポテンシャルを想定）

-（運輸部門において、自動車のエネルギー需要で100%の電化ポテン
シャルを想定）
-（産業部門において、熱需要の内、100℃以下の用途と蒸気用途のエ
ネルギー需要で100%の電化ポテンシャルを想定）

エネルギーの
低炭素化

-「（電源構成の例として）環境省報告※の再エネ導入（7,339億kWh）
を前提とし、これで賄えない分を火力と原子力で構成する」

CCS -（考慮しない）

〈CO2排出量（エネルギー起源）〉

（出所）�『エネルギー産業の 2050 年　Utility 3.0 への
ゲームチェンジ」（日本経済新聞出版社）
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ま
た
、
低
炭
素
社
会
へ
の
転
換
に
向
け
て
、
革
新
的
技
術
開
発
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な

い
。
先
進
工
業
国
の
中
で
も
高
い
技
術
力
を
持
つ
と
評
価
さ
れ
る
日
本
と
ド
イ
ツ
が
低
炭
素
技
術
の
開

発
・
普
及
に
お
い
て
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ド
イ
ツ
環
境
省
と
わ
が
国
の
環
境
省
の

間
で
、
低
炭
素
技
術
普
及
推
進
に
関
す
る
二
国
間
協
力50

も
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
が
、
今
後
こ
う
し
た
動

き
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

46	
https://w

w
w
.vgb.org/en/m

ission.htm
l

47	
https://w

w
w
.vgb.org/kongress_2017_kurzfassungen_d04.htm

l

48	

運
輸
分
野
の
大
転
換
（V

erkehrsw
ende

）
に
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
既
に
多
く
の
報
道
等
で
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
お
り
。

	
https://w

w
w
.agora-verkehrsw

ende.de/en/

49	
w
w
w
.env.go.jp/press/102512.htm

l

50	
�

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
環
境
・
自
然
保
護
・
建
設
・
原
子
炉
安
全
省
（
Ｂ
Ｍ
Ｕ
Ｂ
、
ド
イ
ツ
環
境
省
）
と
日
本
の
環
境
省
と
の
間
の
「
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た

低
炭
素
技
術
普
及
を
推
進
す
る
た
め
の
二
国
間
協
力
に
関
す
る
共
同
声
明
」
に
基
づ
く
日
独
協
力
第
１
回
年
次
会
合
の
結
果
に
つ
い
て

	
w
w
w
.env.go.jp/press/104198.htm

l

75 Ⅳ．Energiewendeの今後とわが国への示唆





竹内 純子（たけうち・すみこ）

21世紀政策研究所研究副主幹
筑波大学客員教授
NPO法人国際環境経済研究所理事・主席研究員
産業構造審議会産業技術環境分科会地球環境小委員会委員

慶應義塾大学法学部法律学科卒。1994年 東京電力入社。2012年よ
り現職。
水芭蕉で有名な国立公園「尾瀬」の自然保護に10年以上携わり、農
林水産省生物多様性戦略検討会委員や21世紀東通村環境デザイン検
討委員等を歴任。その後、地球温暖化国際交渉や環境・エネルギー政
策に関与し、国連気候変動枠組条約交渉にも参加。水素・燃料電池
戦略協議会委員等の政府委員も広く務め、自然保護から原子力事業の
あり方まで、エネルギー・環境政策論に幅広く提言を行っている。
著書に『みんなの自然をみんなで守る20のヒント』山と溪谷社（2010
年）、『誤解だらけの電力問題』ウェッジ（2014年）、『電力システム改
革の検証』共著・白桃書房（2015年）、『まるわかり電力システム改
革キーワード360』共著・日本電気協会新聞部（2015年）、『原発は〝安
全〟か－たった一人の福島事故報告書－』小学館（2017年）、『エネ
ルギー産業の2050年　Utility3.0へのゲームチェンジ』共著・日本経
済新聞出版社（2017年）

筆者略歴紹介（敬称略）



ドイツのエネルギー・
気候変動政策の
概観とCOP23

2018 年 3月 30日発行

編集　21世紀政策研究所

〒100-0004 東京都千代田区大手町1-3-2
経団連会館19階

TEL	 03-6741-0901
FAX	 03-6741-0902

ホームページ　http://www.21ppi.org



　
　
　

21
世
紀
政
策
研
究
所
新
書
【
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
】

　

02　

地
球
温
暖
化
政
策
の
新
局
面
─
ポ
ス
ト
京
都
議
定
書
の
行
方
（
２
０
０
９
年
11
月
25
日
開
催
）

　

09　

気
候
変
動
国
際
交
渉
と
25
％
削
減
の
影
響
（
２
０
１
０
年
11
月
17
日
開
催
）

　

18　

い
ま
、
何
を
議
論
す
べ
き
な
の
か
？
～
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
温
暖
化
政
策
の
再
検
討
～
（
２
０
１
１
年
７
月
８
日
開
催
）

　

36　

新
政
権
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
温
暖
化
政
策
に
期
待
す
る
（
２
０
１
３
年
３
月
13
日
開
催
）

　

40　

原
子
力
損
害
賠
償
制
度
の
在
り
方
と
今
後
の
原
子
力
事
業
の
課
題
（
２
０
１
４
年
２
月
21
日
開
催
）

　

43　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
20
、
21
に
向
け
た
戦
略
を
考
え
る
（
２
０
１
４
年
３
月
28
日
開
催
）

　

45　

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
課
題
と
産
業
へ
の
影
響
（
２
０
１
４
年
７
月
18
日
開
催
）

　

47　

原
子
力
安
全
規
制
の
最
適
化
に
向
け
て
─
炉
規
制
法
改
正
を
視
野
に
─
（
２
０
１
４
年
８
月
28
日
開
催
）

　

54　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
に
向
け
た
戦
略
を
考
え
る
（
２
０
１
５
年
11
月
10
日
開
催
）

　

56　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
21 

パ
リ
協
定
と
そ
の
評
価

　

57　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
を
踏
ま
え
た
戦
略
を
考
え
る
（
２
０
１
６
年
１
月
15
日
開
催
）

　

59　

パ
リ
協
定
時
代
の
わ
が
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
温
暖
化
対
策
の
展
望
（
２
０
１
６
年
６
月
20
日
開
催
）

　

67　

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
パ
リ
協
定
離
脱
表
明
後
の
国
際
情
勢
と
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23

　

68　

ド
イ
ツ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
気
候
変
動
政
策
の
概
観
と
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23

　

21
世
紀
政
策
研
究
所
新
書
は
、
21
世
紀
政
策
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.21ppi.org/pocket/index.htm

l

）
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。



21世紀政策研究所新書─02

シンポジウム

地球温暖化政策
の新局面
ポスト京都議定書の行方

The 21st Century Public Policy Institute

地
球
温
暖
化
政
策
の
新
局
面

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ポ
ス
ト
京
都
議
定
書
の
行
方

02


	裏表紙
	booklet_cover_no.01.pdf
	booklet_no.1_h2 
	新書01農業　電子ブック用新バージョン
	booklet_no.1_h4




